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申し込み受付中!

 「大阪弁と小説の
いい関係」

久坂部 羊・金水 敏

歌
っ
て
く
だ
さ
い
、

中
之
島
で
。
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昭和歌謡とは…
　「歌謡曲」とは、戦前、盛り場に流れ
る卑俗な流行歌と区別するため、日本
放送協会（ＮＨＫ）が使い始めた呼称だ
が、現在では「J-POP」というジャンル
誕生以前の、ロックやフォークなどを除
いた流行歌全般を指すことが多い。
2000年前後から、特に昭和30～40
年代の流行歌を再評価する動きが現
れ、「昭和歌謡」と称されるようになった。
リアルタイムで聴いていない世代でも、
「新しい音楽」として再発見し、愛好す
るファンは少なくない。

月
刊
島
民　

♪
小
雨
そ
ぼ
降
る
御
堂
筋
／
う
る
む
ネ
オ
ン

の
北
新
地
／
天
満
橋
か
ら
流
し
た
恋
は
／
水
の
都
を
浮
き

沈
み
…
と
、
そ
ん
な
歌
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
な
ん
だ
か
そ

れ
ら
し
い
フ
レ
ー
ズ
が
ス
ラ
ス
ラ
口
を
つ
い
て
出
る
ほ
ど
、

中
之
島
界
隈
と
歌
謡
曲
は
相
性
抜
群
。
街
と
人
模
様
を
彩

っ
た
昭
和
の
歌
を
紹
介
し
つ
つ
、
歌
に
映
る
中
之
島
を
眺

め
て
み
よ
う
と
い
う
の
が
今
回
の
特
集
で
す
。

　

誌
上
ラ
ジ
オ
と
い
う
こ
と
で
、
ゲ
ス
ト
・
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
ー
に
お
招
き
し
た
の
は
、
毎
日
放
送
（
Ｍ
Ｂ
Ｓ
）
の

福
島
暢
啓
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。
25
歳
の
若
さ
に
し
て
、
戦
前・

戦
後
の
歌
い
手
と
昭
和
の
詩
情
を
愛
す
る
無
類
の
流
行
歌

好
き
。
Ｍ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
で
『
福
島
暢
啓
の
昭
和
歌
謡
で
し

ょ
！
』
と
い
う
冠
番
組
も
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
福
島
さ

ん
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

福
島
ア
ナ　

こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
宮

崎
県
で
生
ま
れ
育
ち
、
大
学
時
代
は
京
都
。
大
阪
へ
来
て

ま
だ
２
年
の
身
で
す
が
、
歌
の
中
の
大
阪
や
中
之
島
に
は

触
れ
て
い
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

月
刊
島
民　

で
は
さ
っ
そ
く
、
昭
和
歌
謡
を
愛
す
る
方
々

に
語
っ
て
も
ら
っ
た
「
私
と
シ
マ
の
こ
の
１
曲
」
を
紹
介

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
歌
謡
曲
の
情
景
と
い
え
ば
、

ま
ず
は
盛
り
場
、
そ
し
て
酒
場
の
恋
と
い
う
こ
と
で
、
北

新
地
に
ち
な
ん
だ
歌
で
す
ね
。
リ
ク
エ
ス
ト
く
だ
さ
っ
た

井
上
タ
ツ
子
さ
ん
は
、
北
新
地
の
ス
ナ
ッ
ク
で
ア
ル
バ
イ

ト
経
験
も
あ
る
そ
う
で
す
。

福
島
ア
ナ　

こ
れ
は
カ
ラ
オ
ケ
映
え
す
る
歌
で
す
よ
ね
。

都
会
の
中
で
も
、
知
ら
な
い
者
同
士
が
場
を
共
有
し
、
楽

し
む
こ
と
が
で
き
た
、
そ
し
て
、
お
酒
と
歌
が
密
接
に
リ

ン
ク
し
て
い
た
時
代
の
歌
で
す
。
芸
人
さ
ん
の
歌
で
す
け

れ
ど
、
内
容
は
い
た
っ
て
真
面
目
、
言
葉
遊
び
も
「
バ
カ

な
男
の
来
た
新
地
」
と
、
さ
ら
り
と
し
て
い
る
。
み
ん
な

が
知
っ
て
い
る
お
約
束
の
ギ
ャ
グ
で
最
後
に
爆
笑
す
る
、

そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
良
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

月
刊
島
民　

福
島
さ
ん
は
北
新
地
で
飲
ん
だ
り
し
ま
す
か
。

福
島
ア
ナ　

…
い
え
、
若
輩
の
身
で
し
て
、
そ
れ
は
な
か

な
か
…
。

月
刊
島
民　

次
の
歌
も
「
北
の
新
地

は
お
も
い
で
ば
か
り
」「
噂
並
木
の

堂
島
す
ず
め
」
と
、
北
新
地
や
堂
島

が
登
場
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
歌
謡
曲

と
い
う
以
上
に
「
演
歌
」
の
王
道
で

す
ね
。
と
て
も
味
わ
い
深
い
お
話
を

い
た
だ
い
て
ま
す
。

月
刊
島
民　

い
い
お
話
で
す
よ
ね
。
こ
の
映
画
『
ホ
ノ
カ

ア
ボ
ー
イ
』
に
は
ビ
ー
さ
ん
の
こ
と
が
描
か
れ
、
倍
賞
千

恵
子
さ
ん
が
演
じ
た
そ
う
で
す
。
リ
ク
エ
ス
ト
に
あ
る
通

り
、
背
筋
の
伸
び
た
、
き
れ
い
な
女
性
だ
っ
た
ん
で
し
ょ

う
ね
。
こ
の
歌
に
つ
い
て
は
福
島
さ
ん
、
ど
う
で
し
ょ
う
。

福
島
ア
ナ　

こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
ご
当
地
も
の
で
す
け
れ
ど

も
、
歌
い
手
も
、
作
詞
・
作
曲
者
も
、
大
阪
の
人
で
は
な

い
ん
で
す
よ
ね
。
い
わ
ば
、
外
か
ら
見
た
大
阪
像
が
歌
に

託
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
大
阪
で
も
、
こ
う
し
て
海
外
で

も
愛
さ
れ
て
る
わ
け
で
す
か
ら
、
大
阪
の
街
や
人
の
懐
の

深
さ
と
い
う
の
か
、
サ
ー
ビ
ス
精
神
の
よ
う
な
も
の
を
感

じ
ま
す
ね
。

月
刊
島
民　

な
る
ほ
ど
。
大
阪
の
外
と
い
う
か
、
外
国
の

人
が
書
き
、
歌
っ
た
こ
の
界
隈
の
歌
と
い
え
ば
、
次
の
リ

ク
エ
ス
ト
も
そ
う
で
す
。
ご
存
じ
、
新
世
界
を
拠
点
に
す

る
歌
手
の
大
西
ユ
カ
リ
さ
ん
か
ら
。「
昭
和
歌
謡
」
を
リ

バ
イ
バ
ル
さ
せ
た
張
本
人
で
も
あ
り
ま
す
。

♪ 
R
e
q
u
e
st.1

♪ 
R
e
q
u
e
st.2

　私の心に残る中之島ソングといえば、
今も昭和の香り漂うスナックで歌い継が
れるあの名曲、レツゴー三匹の『新地ワ
ルツ』。北新地の小さなスナックで働き始
めた20歳の頃は、演歌も歌謡曲も自分に
とってはお経のようなもの。最初はいく
ら聞いても退屈だったのが、いつの間に
か歌謡曲の〝唄の輪〟マジックの虜にな
っていました。
　特に印象深いのがこの曲。どこのお店
にも必ずいる役者顔負けの芸達者なお客
さんたちが、盛り上げるためによくセレ
クトします。そして軽やかに賑やかに歌

　ハワイ島にあるヒロという街から19号
線を北へ車で１時間あまり走ると、ホノ
カアというノスタルジックな街がある。
2009年に映画『ホノカアボーイ』が封切
られ、この街が知られるようになったの
でご存じの方もいるかも。ボクは、この
何にもない田舎町へ毎年通った時期があ
った。古い友人であるニックと日系二世
で80歳を過ぎたビーさんと逢うためだ。
　ビーさんは80代にもかかわらず、背筋
がピーンと伸びたおばあさん。ニックの
家の前の古い建物の２階がビーさんの部
屋だ。いつものように大阪土産の［はり重］

い終わる最後のサビで、常連さんたちは
いつも声を高らかにこう言います。「じゅ
んでーす！　長作でーす！　三波春夫で
ございますーーー！」。
　お客さんたちはこのオチを知りつつも
必ず拍手喝采。まさしくスナック歌謡曲
のお約束。所々に散りばめた言葉遊びの
センスのおかげで、哀愁たっぷりの自虐
的な歌詞もふんわり笑いに変わり、温か
い気持ちにさせられます。きっと何年経
ってもこの曲を聴くたびに、小さなカウ
ンターを囲んで、みんなで笑いあった光
景を思い出すでしょう。

の牛肉の佃煮を持って階段を上がり、部
屋に入るとまず「アロ～ハ」とやさしく
ハグしてくれる。そして、ボクの顔を見
ながら決まって「オオサカボーイ、都は
るみの『大阪しぐれ』唄いなさい」と。
　「ひとりで生きてくなんてできないと…
夢もぬれます　あゝ大阪しぐれ」
　ボクの下手な歌を涙浮かべて聞き入っ
てくれた。別れ際、ビーさんはいつも言
ったものだ。「生きてたら、また会いまし
ょうね」。
　御堂筋から堂島川を眺めると、いつも
亡くなったビーさんを想い出す。

井上タツ子さん
雑貨店［夜長堂］
紙ものを中心に、レトロモダ
ンな雑貨を扱う［夜長堂］店
主。天満に店舗兼事務所
を持つ。BMC（ビルマニア
カフェ）のメンバーでもあり、
ビルだけでなく、歌謡曲や
映画など古き良き昭和のム
ードをこよなく愛する。
http://www.yonagadou.
com

Request.1

「お約束」で盛り上がれる、北新地ソング。
レツゴー三匹『新地ワルツ』（1973年）

Request.2

凝縮された「大阪の心」、ハワイでも響く。
都はるみ『大阪しぐれ』（1980年）

Guest Personality
福島暢啓さん　MBSアナウンサー
1987年宮崎県生まれ。昭和歌謡や落語など古き良き
芸能をこよなく愛する。即興で描く「ポンチ絵」という特
技もあり、若手ながら異彩を放つ。「ちちんぷいぷい」や
情報バラエティ「知っとこ！」などに出演中。

森本 徹さん
ＣＤショップ＆バー

［ザ・メロディ］店主
東心斎橋にあるＣＤショップ
＆バー［ザ・メロディ］店主。
ハワイアンを中心に広いジ
ャンルの音楽を聞き、その
流行を通じて大阪の街・店
を見続けてきた。70年代か
ら雑誌にコラムを寄稿してき
た書き手でもある。

続
い
て
は

こ
の
曲
で
す
!

唄ってください、あの歌を。語ってください、あの頃を。中之島には歌がある。
輝く昭和の時

と

代
き

がある。まずは、誌上ラジオ番組でどうぞ。

MBS×月刊島民でお送りする誌上ラジオ、初オンエア! 昭和歌謡は
 中之島でしょ!

取材・文／松本 創（本誌）
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私
の
歌
へ
の
入
口
は
祖
父
母
が
持
っ
て
い
た

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、
そ
し
て
深
夜
ラ
ジ
オ
で
し

た
。
小
学
校
１
年
の
頃
か
ら
藤
山
一
郎
、霧
島
昇
、

岡
晴
夫
と
い
っ
た
歌
手
、
そ
れ
に
大
阪
出
身
の

名
作
曲
家
、
服
部
良
一
の
メ
ロ
デ
ィ
を
ご
く
自

然
に
聴
い
て
い
ま
し
た
。「
歌
謡
曲
」
と
い
う
言

葉
が
で
き
る
前
の
、
戦
前
の
流
行
歌
で
す
ね
。

中
学
２
年
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
『
ラ
ジ
オ
深
夜
便
』

を
聴
く
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
で
出
会
っ
た
の
が
、

近
江
俊
郎
の
歌
う
『
黒
い
パ
イ
プ
』。
こ
れ
が
ガ

ツ
ン
！
と
来
ま
し
て
ね
。
な
ん
と
カ
ッ
コ
い
い
、

洒
脱
な
歌
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
、
と
。
そ
こ
か
ら

本
格
的
に
昭
和
の
歌
に
の
め
り
込
ん
で
行
っ
た

ん
で
す
。

　

流
行
歌
と
い
う
の
は
、
同
時
代
の
人
に
と
っ

て
は
、
自
分
の
想
い
出
や
当
時
の
世
相
を
重
ね

て
聴
く
も
の
で
す
が
、
私
に
は
そ
れ
が
な
い
分
、

ま
っ
た
く
新
し
い
音
楽
で
あ
り
、
接
し
た
こ
と

の
な
い
文
化
だ
っ
た
ん
で
す
。
同
好
の
士
？　

当
然
い
ま
せ
ん

（
笑
）。
独
り
黙
々

と
音
源
を
集
め
て

聴
き
込
み
、
や
が

て
「
自
分
が
こ
の

素
晴
ら
し
い
文
化

を
語
り
伝
え
な
い

と
」
と
、
使
命
感

を
覚
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

だ
か
ら
、
ま
だ
入
社
２
年
目
で
『
昭
和
歌
謡

で
し
ょ
！
』
を
担
当
で
き
て
い
る
の
は
、
ほ
ん

と
う
に
光
栄
で
、
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
ま
あ
、

上
司
に
「
変
わ
っ
た
や
つ
」
と
思
わ
れ
て
い
る

の
が
大
き
な
理
由
な
ん
で
し
ょ
う
け
ど
も
（
笑
）。

　

文
化
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
歴
史
の
積
み
重
ね
で

す
か
ら
、
世
代
か
ら
世
代
へ
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。
昭
和
の
歌
の
中
に
、
最
近
の
歌
に
も
通

じ
る
何
か
を
見
つ
け
た
り
、
逆
に
失
わ
れ
た
カ

ッ
コ
よ
さ
に
気
づ
い
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
と

思
う
。
番
組
が
そ
の
き
っ
か
け
を
作
れ
た
ら
嬉

し
い
で
す
ね
。
末
長
く
番
組
を
続
け
る
こ
と
、

そ
し
て
個
人
的
に
は
、
い
つ
か
、
玉
置
宏
さ
ん

の
よ
う
な
名
調
子
で
、
歌
番
組
の
司
会
を
や
れ

る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

『大阪繁昌ぶし』
コロムビアローズ、
保田幸司（1956年）
　こちらも踊りたくなる戦後
の１曲です。「ハアー／景
気北浜／天満までとどけ／
金でどぶ池／梅田てしよ
か」と、１番では大阪の地名
づくしで縁起のいい歌詞を
歌っています。何かと暗くな
りがちな現代人にぴったり
の１曲ではないでしょうか。

『大阪音頭』 藤本二三吉（1933年）
　１番で大阪の全体を、２番では梅田、中之島などキタ界隈、そしてだんだ
ん南に下る実にスッキリと行儀のよい構成で、歌詞を追うだけで楽しい名
曲です。単純ですが、歌って楽しい戦前の流行歌を代表する名曲。現在
はあまり聞く機会がないのが残念です。

福島アナ推薦「中之島、この歌」。

福
島
ア
ナ
が
語
る 

私
と
歌
と
昭
和
の
文
化
。

取
材・文
／
松
本 

創（
本
誌
）

自
分
が
こ
の
素
晴
ら
し
い
文
化
を

語
り
伝
え
な
け
れ
ば
。

そ
ん
な
使
命
感
を
感
じ
て
い
ま
す

い
ず
れ
は「
名
司
会
者
」に
。

出
会
い
は
ラ
ジ
オ
か
ら
だ
っ
た
。

月
刊
島
民　

ユ
カ
リ
さ
ん
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
で
歌
謡
曲
番

組
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
ぐ
ら
い
、
相
当
な
歌
謡
曲
好
き
な

ん
で
す
が
、
ご
自
身
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
昭
和
40
年
代
の
歌

に
は
、
特
に
思
い
入
れ
た
っ
ぷ
り
の
よ
う
で
す
。

福
島
ア
ナ　

こ
れ
は
作
曲
が
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
で
す
か
ら
、

か
な
り
モ
ダ
ン
で
洋
風
な
雰
囲
気
で
す
ね
。
当
時
と
し
て

は
目
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
音
楽
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し

ょ
う
か
。
ロ
カ
ビ
リ
ー
や
グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
の
時
代
を

経
て
、
単
な
る
外
国
の
真
似
で
は
な
い
「
日
本
の
歌
謡
曲
」

と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
は
っ
き
り
確
立
さ
れ
た
時
代
だ
と
思

い
ま
す
。

月
刊
島
民　

福
島
さ
ん
は
ず
い
ぶ
ん
お
若
い
で
す
が
、
宮

崎
に
い
る
時
、
こ
の
歌
で
御
堂
筋
を
思
い
描
い
た
り
は
…
。

福
島
ア
ナ　

い
え
、
だ
い

ぶ
ん
後
に
な
っ
て
歌
番
組

の
映
像
を
見
た
ん
で
す
け

ど
、
激
し
く
踊
る
女
の
人

が
大
声
で
歌
っ
て
る
姿
が

衝
撃
的
で
、
そ
こ
ま
で
は
…
。

月
刊
島
民　

は
は
は
。
で
は
、
最
後
の
１
曲
。
中
之
島
と

い
え
ば
誰
も
が
思
い
浮
か
べ
る
定
番
で
締
め
ま
し
ょ
う
。

月
刊
島
民　

実
は
、
月
刊
島
民
の
創
刊
号
で
、
こ
の
歌
に

つ
い
て
調
べ
た
ん
で
す
よ
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
１
番
の
札
幌

の
み
で
し
た
が
、
２
、
３
番
に
大
阪
と
長
崎
を
加
え
た
列

島
縦
断
式
ご
当
地
ソ
ン
グ
に
改
作
さ
れ
て
全
国
的
に
ヒ
ッ

ト
し
た
、
と
。

福
島
ア
ナ　

い
い
で
す
よ
ね
え
、
和
製
ブ
ル
ー
ス
。
私
は
、

高
橋
勝
と
コ
ロ
ラ
テ
ィ
ー
ノ
の
『
思
案
橋
ブ
ル
ー
ス
』
か

ら
入
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
長
崎
が
舞
台
で
す
。
港
や
川

の
あ
る
街
に
は
人
が
行
き
交
い
、
出
会
い
が
あ
っ
て
、
そ

し
て
別
れ
が
あ
る
。
大
人
の
哀
愁
を
帯
び
た
ム
ー
ド
歌
謡

の
ブ
ル
ー
ス
が
似
合
う
情
景
で
す
ね
。
中
之
島
も
、
そ
ん

な
詩
情
を
誘
う
の
で
し
ょ
う
ね
。

月
刊
島
民　

あ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
こ
の
人
、

ほ
ん
ま
は
い
く
つ
や
ね
ん
…
）。

大西ユカリさん
歌手
昭和歌謡とＲ＆Ｂが絶妙にミ
ックスされた「ソウル歌謡」
で人気。ほたるまちのＡＢＣ
ラジオのパーソナリティを務
めたり、かつてあった「中之
島レコーズ」からも作品をリ
リースするなど、中之島にも
縁深い。

バッキー井上さん
漬物店［錦・高倉屋］店主
本業は京都・錦市場の
漬物店［錦・高倉屋］。も
う一つの顔は酒場ライタ
ー。夜ごと京都の酒場に
繰り出し、コースターの裏
にフレーズをつづる。その
下地は、小さい頃に聞い
た歌謡曲の歌詞だった。

MBSラジオ『昭和歌謡でしょ！』
毎週日曜 午後５時59分から放送中
　ある１年をとりあげ、当時の世相や流
行と共に、その年の歌謡曲の中からベ
スト５を選ぶコーナーや、リスナーの心
温まるエピソードと共に曲を紹介する

「想い出昭和歌謡」など、とにかく昭和
歌謡づくしの1時間。番組では昭和歌
謡にまつわるエピソードなども募集中。
http://www.mbs1179.com/sh/

　私、昭和39年（1964）のオリンピック
イヤー生まれですから、物心ついた頃は
高度成長真っ盛り、歌謡曲も黄金期のう
るわしい時代でした。年子の妹と２人、
歌手になりきる「歌ごっこ」やったり、
富田林の地元スーパーののど自慢大会に
出たりしててね。朱里エイコ、青山ミチ、
和田アキ子…なかでも特に好きで、十八
番にしてたのが、欧陽菲菲さんの『雨の
御堂筋』やったんです。
　男の人を追って、雨に濡れながら冬の
御堂筋を歩く女の人の歌ですけど、富田
林の小学生には、歌詞の意味や情景はわ

かれへん。でも何かモダンな、哀しくも
美しい雰囲気を感じ取ってたんでしょう
ね。イントロを口ずさみながら登場して、
歌い終わってお辞儀するところまで、完
璧にやりきってました。
　今もよう歌わせてもらいます。歌謡曲
の伴奏を長年やってはったアロージャズ・
オーケストラのメンバーとのライブでは
必ずやりますし、数年前に新歌舞伎座の
ミュージカル公演に出た時は、欧陽菲菲
さんの役をやらせてもろて、１カ月間毎
日歌ってた。私にとって一番長く、大切
に歌ってきた歌かもしれませんね。

Request.3

モダンで美しい御堂筋哀歌。
欧陽菲菲『雨の御堂筋』（1971年）

　初めて聞いた40年ほど前、俺は中之島
がどこにあるのか知らなかった。当時、
お茶の間の中心にあったテレビからは歌
謡曲が大人の耳にも子供の耳にもまんべ
んなく入ってきて、子供でも青江三奈の

『伊勢佐木町ブルース』を口ずさめた。
　その当時、なんとかのブルースという
歌が多かった。そして『伊勢佐木町ブル
ース』や『柳ヶ瀬ブルース』など地名と
ブルースが絡む歌も多かった。まだ子供
だった俺は、ブルースというのはハスキ
ーな声で歌う歌のことだと思っていたら、
前川清が張りのある声で『中の島ブルー

ス』を歌った。しかも札幌から長崎まで
出てくる「中の島」てなんだ、と思った。
　『港町ブルース』で全国の港町や岬を覚
えた俺には、中之島という地名がくさび
のように打ち込まれた。そして、歌謡曲
から国算社理と大人の秘密を学んだ子供
は今、壮年期の大人になって、今夜もま
たスナックで水原弘や黒木憲ばりに歌謡
曲を歌っている。歌うのは『赤と黒のブ
ルース』。今聞いてしびれるのは三沢あけ
みとマヒナスターズの『島のブルース』だ。
そしてこれはなにを書くべき文章だった
んだろう。あー、というしかない。

Request.4

中之島と言えば、やっぱりこの曲。
内山田洋とクール・ファイブ『中の島ブルース』（1975年）

♪ 
R
e
q
u
e
st.3

♪ 
R
e
q
u
e
st.4
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大
衆
の
趣
味
の
向
上
を
図
る
、
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。
そ
の
路
線
は
戦
後
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の「
ラ

ジ
オ
歌
謡
」「
み
ん
な
の
う
た
」
に
引
き
継

が
れ
、「
Ａ
Ｂ
Ｃ
ホ
ー
ム
ソ
ン
グ
」
で
も
、

同
様
に
「
格
調
の
高
い
」
大
衆
歌
謡
が
目
指

さ
れ
て
い
た
。

　
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
ホ
ー
ム
ソ
ン
グ
」
か
ら
生
ま
れ

た
ヒ
ッ
ト
曲
に
、
仲
宗
根
美
樹
『
川
は
流
れ

る
』（
61
年
）、
北
原
謙
二
『
ふ
る
さ
と
の
話

を
し
よ
う
』（
64
年
）
が
あ
る
。
こ
の
２
曲
は

同
番
組
の
（
ひ
い
て
は
「
中
之
島
教
養
主
義
」

の
）
支
持
層
を
考
え
る
上
で
も
興
味
深
い
。

　

前
者
は
番
組
で
流
れ
た
あ
と
、Ｅ
Ｐ
盤（
ド

ー
ナ
ツ
盤
）
の
Ｂ
面
に
収
録
さ
れ
、
歌
声
喫

　クラブ［アロー］から出たラテン歌手の歌謡
路線ヒット。10年後にはディスコ・アレンジ（！）で
再レコーディング。〈銀杏並木の御堂筋を／肩

を並べて二人き
り／もっと歩こう
中之島／川の
向こうにネオン
の灯り（中略）今
夜もここで別れま
しょう／ビルの
谷間の淀屋橋〉

　〝日本ポップスの父〟服部良一と〝ブギの女
王〟笠置シヅ子。戦後復興期にブギ・ブームを
巻き起こした大阪出身タッグによるご当地ブギ。

〈ほんまそやそや
　そやないか／
大阪ブギウギ／
道頓堀から御堂
筋／リンタク飛
ばしてアベック
で／川風涼しい
中之島…〉

見
で
は
、
戦
前
に
中
之
島
界
隈
を
主

題
に
し
た
大
衆
歌
謡
は
ほ
と
ん
ど
見

当
た
ら
な
い
。戦
前
の
大
阪
の
大
衆
音
楽（
流

行
歌
）
と
い
え
ば
、
や
は
り
道
頓
堀
の
イ
メ

ー
ジ
が
強
い
。
そ
の
象
徴
は
か
の
『
道
頓
堀

行
進
曲
』
で
あ
り
、
音
楽
面
で
の
最
大
の
立

役
者
は
服
部
良
一
（
う
な
ぎ
料
理
屋
の
出
雲

屋
少
年
音
楽
隊
出
身
）
だ
。
近
年
、
音
楽
研

究
の
領
域
で
は
「
道
頓
堀
ジ
ャ
ズ
」
と
い
う

用
語
も
定
着
し
つ
つ
あ
る
。

　

戦
後
に
な
っ
て
も
、
歌
わ
れ
る
大
阪
は
概

ね
船
場
以
南
に
集
中
し
て
い
た
。『
月
の
法

善
寺
横
丁
』（
１
９
５
９
年
）
し
か
り
、『
王

将
』（
61
年
）し
か
り
。
あ
る
い
は
、映
画『
悪

名
』
と
相
ま
っ
て
大
ヒ
ッ
ト
し
た
鉄
砲
光
三

郎
の
河
内
音
頭
『
民
謡
鉄
砲
節
』（
61
年
）

を
加
え
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
同
じ
時
期
に
、
中
之
島
エ
リ
ア
を

発
信
地
と
し
た
新
た
な
大
衆
音
楽
文
化
が
形

作
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。
そ
れ

は
、
近
世
以
来
の
花
街
の
伝
統
と
大
大
阪
の

庶
民
的
か
つ
享
楽
的
な
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
折
衷

の
上
に
花
開
い
た
「
道
頓
堀
ジ
ャ
ズ
」
と
は

対
照
的
に
、「
中
之
島
教
養
主
義
」
と
で
も

呼
び
た
い
生
真
面
目
な
側
面
を
も
っ
て
い
た
。

　

代
表
格
が
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
や

サ
ン
ケ
イ
ホ
ー
ル
を
活
動
の
中
心
と
し
た
音

楽
鑑
賞
団
体
の
大
阪
労
音
（
大
阪
勤
労
者
音

楽
協
議
会
／
49
年
設
立
）
で
あ
り
、
月
替
わ

り
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
楽
曲
を
放
送
す
る
朝
日
放

送
の
ラ
ジ
オ
番
組「
Ａ
Ｂ
Ｃ
ホ
ー
ム
ソ
ン
グ
」

（
52
年
～
72
年
）
だ
っ
た
。

　

大
阪
労
音
は
、「
良
い
音
楽
を
安
く
」
聴

く
こ
と
を
目
指
す
会
員
制
の
団
体
で
、
大
阪

が
先
駆
と
な
っ
て
全
国
に
同
種
の
組
織
が
結

成
さ
れ
た
。
60
年
代
の
最
盛
期
に
は
全
国
で

会
員
数
65
万
、
大
阪
だ
け
で
も
15
万
を
数
え

た
と
い
う
。
そ
こ
で
の
「
良
い
音
楽
」
と
は
、

当
初
は
基
本
的
に
西
洋
芸
術
音
楽
（
ク
ラ
シ

ッ
ク
）
で
あ
り
、
レ
コ
ー
ド
会
社
や
映
画
会

社
が
作
り
出
す
商
業
主
義
的
な
音
楽
を
「
悪

い
」
も
の
と
み
な
し
て
い
た
が
、
徐
々
に
大

衆
的
な
音
楽
形
態
（
た
だ
し
タ
ン
ゴ
、
ジ
ャ

茶
で
歌
わ
れ
た
こ
と
か
ら
草
の
根
的
に
流
行

し
て
ゆ
く
。
歌
声
喫
茶
は
、
労
音
よ
り
〝
中

央
〟
の
影
響
が
強
い
左
派
文
化
運
動
で
あ
る

「
う
た
ご
え
運
動
」
か
ら
派
生
し
た
、
勤
労

青
年
や
学
生
の
た
め
の
「
健
全
娯
楽
」
と
し

て
人
気
を
博
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
曲

の
退
廃
的
で
厭
世
的
な
暗
さ
は
、
あ
く
ま
で

健
全
で
前
向
き
（
か
つ
時
と
し
て
攻
撃
的
）

な
「
う
た
ご
え
運
動
」
系
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー

と
は
全
く
異
質
で
あ
り
、
歌
声
喫
茶
に
集
う

若
者
た
ち
の
、「
運
動
」
に
は
回
収
し
き
れ

な
い
漠
然
と
し
た
陰
鬱
な
気
分
を
あ
ら
わ
し

て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。

　

一
方
、
キ
ダ
・
タ
ロ
ー
が
「
自
分
の
唯
一

の
歌
謡
曲
の
ヒ
ッ
ト
」
と
自
称
す
る
後
者
は
、

昭
和
30
年
代
を
通
じ
て
き
わ
め
て
多
く
作
ら

れ
た
「
ふ
る
さ
と
」
モ
チ
ー
フ
の
楽
曲
だ
が
、

あ
る
一
点
で
、一
般
的
な
「
望
郷
歌
謡
」（
藤

井
淑
禎
『
望
郷
歌
謡
曲
考
』）
と
は
異
な
っ

て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
三
橋
美
智
也
に
代

表
さ
れ
る
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
で
は「
ふ
る
さ
と
」

は
も
っ
ぱ
ら
「
北
」
に
あ
る
の
に
対
し
、
同

曲
で
は
「
か
つ
お
船
」
が
歌
わ
れ
る
よ
う
に
、

「
南
」
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
東
北
か

ら
東
京
圏
へ
の
移
動
で
は
な
く
、
四
国
・
中

国
・
九
州
な
ど
か
ら
大
阪
へ
の
移
動
、
お
そ

ら
く
は
集
団
就
職
や
進
学
の
経
験
に
基
づ
い

て
「
ふ
る
さ
と
」
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

ズ
な
ど
、
当
時
「
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
」
と
呼
ば
れ

た
「
舶
来
」
の
そ
れ
）
も
取
り
入
れ
る
よ
う

に
な
る
。
さ
ら
に
は
、
ス
テ
ー
ジ
鑑
賞
の
み

な
ら
ず
、独
自
に
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
公
演（
例

会
と
称
さ
れ
た
）
を
制
作
し
、
そ
の
た
め
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
創
作
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

現
在
で
は
日
本
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
地
位

を
得
た
『
見
上
げ
て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
』
や

『
夜
明
け
の
う
た
』
は
そ
う
し
て
作
ら
れ
た

楽
曲
で
あ
る
。
そ
し
て
、
興
味
深
い
こ
と
に
、

こ
の
２
曲
を
作
曲
し
た
い
ず
み
た
く
は
、
前

述
の
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
ホ
ー
ム
ソ
ン
グ
」
が
主
催
し

た
一
般
公
募
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し
、
職
業

的
な
音
楽
家
の
キ
ャ
リ
ア
を
開
始
し
て
い
る
。

　

放
送
局
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
楽
曲
を
帯
番
組
で

流
す
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
戦
前
の
36
年

放
送
開
始
の
日
本
放
送
協
会
「
国
民
歌
謡
」

に
さ
か
の
ぼ
る
が
、
元
を
た
だ
せ
ば
大
阪
放

送
局
（
Ｊ
Ｏ
Ｂ
Ｋ
＝
ジ
ャ
パ
ン
、
オ
ー
サ
カ
、

馬
場
町
、
角
っ
こ
）
が
「
新
歌
謡
曲
」
と
し

て
独
自
に
企
画
し
た
単
発
番
組
が
東
京
放
送

局
に
パ
ク
ら
れ
、
も
と
い
、
め
で
た
く
全
国

進
出
し
て
レ
ギ
ュ
ラ
ー
化
し
た
も
の
だ
。

　
「
歌
謡
曲
」
と
い
う
用
語
の
普
及
（
レ
コ

ー
ド
会
社
は
「
流
行
歌
」
と
い
う
語
を
用
い

て
お
り
、「
歌
謡
曲
」
は
基
本
的
に
放
送
用

語
だ
っ
た
）
に
お
い
て
も
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
こ
の
番
組
は
、
ほ
ど
な
く
軍
国
的
・

愛
国
的
な
内
容
に
傾
い
て
ゆ
く
が
、
当
初
の

目
論
見
は
、
レ
コ
ー
ド
会
社
が
作
る
「
低
俗

で
退
廃
的
な
流
行
歌
」
に
対
抗
し
て
、「
健

全
で
家
庭
的
な
歌
謡
」
を
提
供
す
る
こ
と
で

　

当
時
、
集
団
就
職
の
若
者
た
ち
は
大
阪
市

中
央
公
会
堂
に
集
合
し
、
訓
示
を
受
け
た
と

い
う
。「
南
」
か
ら
大
阪
に
出
て
き
た
若
者

た
ち
に
と
っ
て
の
中
之
島
は
、「
北
」
か
ら

東
京
に
来
た
若
者
た
ち
に
と
っ
て
の
「
上
野

駅
」
に
相
当
す
る
「
大
都
会
へ
の
玄
関
口
」

だ
っ
た
と
い
え
る
。

　

こ
う
し
た
「
中
之
島
教
養
主
義
」
の
健
全

な
音
楽
文
化
と
も
重
な
り
つ
つ
、「
夜
」
の

イ
メ
ー
ジ
を
も
湛
え
た
存
在
と
し
て
、ア
イ・

ジ
ョ
ー
ジ
と
坂
本
ス
ミ
子
が
い
る
。
こ
の
２

人
は
、
59
年
に
堂
山
町
に
開
店
し
た
当
時
の

大
阪
で
最
高
級
の
ク
ラ
ブ［
ア
ロ
ー
］の
専
属

歌
手
出
身
。
ト
リ
オ
・
ロ
ス
・
パ
ン
チ
ョ
ス

の
前
座
を
務
め
て
名
を
上
げ
、
そ
の
後
も
ラ

テ
ン
音
楽
を
主
要
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
し
た
。

　

61
年
に
は
、
ク
ラ
ブ
専
属
の
「
北
野
タ
ダ

オ
と
ア
ロ
ー
・
ジ
ャ
ズ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」

と
も
ど
も
、「
日
本
製
ラ
テ
ン
・
リ
ズ
ム
」

の
「
ド
ド
ン
パ
」
の
流
行
を
仕
掛
け
、
ト
リ

ス
ウ
イ
ス
キ
ー
の
Ｃ
Ｍ
に
使
わ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
（
短
期
間
だ
が
）
ブ
ー
ム
を
巻
き
起

こ
し
た
。「
大
阪
人
は
ラ
テ
ン
系
」
と
い
う
、

な
ん
と
も
ざ
っ
く
り
と
し
た
ス
テ
レ
オ
タ
イ

プ
は
、
も
し
か
し
た
ら
こ
の
２
人
の
ラ
テ
ン

歌
手
に
負
う
部
分
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

ア
イ
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
［
ア
ロ
ー
］
以
前
は

北
新
地
で
ギ
タ
ー
流
し
を
し
て
お
り
、
ハ
イ

カ
ラ
な
外
国
曲
ば
か
り
を
歌
う
異
色
の
存
在

 『大阪のうた』に読む
中之島

大
阪
巡
り
に

欠
か
せ
ぬ
場
所
。

わじま・ゆうすけ
１９７４年、石川県金沢市生まれ。大阪
大学大学院文学研究科音楽学研究室
に在籍。専攻はポピュラー音楽研究、民
族音楽学、大衆文化史。「演歌」のルー
ツと、「日本の心」といわれるまでになった

〝偽史〟の成立過程を丹念に追った『創
られた「日本の心」神話』（光文社新書）
で、２０１１年にサントリー学芸賞受賞。

な
ぜ
中
之
島
は「
歌
わ
れ
る
」の
か
?

 

昭
和
の
歌
を
生
ん
だ

 「
中
之
島
教
養
主
義
」。

輪
島
裕
介 

大
阪
大
学
大
学
院
准
教
授

管中
之
島
が
歌
の
舞
台
に
な
る
に
は
理
由
が
あ
っ
た
。

人
々
の
音
楽
へ
の
関
わ
り
方
や
、ラ
ジ
オ
番
組
と
の
相
互
作
用
な
ど
、

戦
後
の
社
会
的
・
文
化
的
背
景
を
手
が
か
り
に
、気
鋭
の
研
究
者
が
考
察
す
る
。

1982年に出版された
『大阪のうた』（大阪都市協会）
という本がある。昭和の歌謡曲、
民謡、唱歌などから大阪にまつわる
469曲を集め、歌詞を採録した労作。
これをテキストに、中之島が
どう歌われてきたかを眺めてみよう。
文／松本 創（本誌）

大
阪
労
音
と

「
A
B
C
ホ
ー
ム
ソ
ン
グ
」。

若
者
の
鬱
屈
と

「
都
会
の
玄
関
」中
之
島
。

ク
ラ
ブ﹇
ア
ロ
ー
﹈と

2
人
の
ラ
テ
ン
歌
手
。

　

し
か
し
、「
大
阪
」
や
「
御
堂
筋
」
の
名
を
冠

し
た
歌
は
、
キ
タ
～
ミ
ナ
ミ
間
の
地
名
を
散
り

ば
め
る
パ
タ
ー
ン
が
多
く
、
中
之
島
や
淀
屋
橋
、

北
新
地
は
、
か
な
り
の
頻
度
で
登
場
す
る
。
代

表
的
な
２
曲
を
、
歌
詞
と
と
も
に
紹
介
し
よ
う
。

曲
名
は
や
は
り

〝
南
高
北
低
〞。

　

同
書
収
録
の
歌
の
タ
イ
ト
ル
に
含
ま
れ
る
地

名
は
、「
大
阪
」
が
断
ト
ツ
の
２
０
０
曲
、「
浪
花
」

が
61
曲
で
続
く
の
は
当
然
と
し
て
、
地
域
別
で

は
次
の
通
り
（
略
称
・
愛
称
や
名
所
も
含
む
）。

①
道
頓
堀
17
曲  

②
御
堂
筋
７
曲  

③
船
場
６
曲

④
曽
根
崎
・
心
斎
橋
５
曲  

⑤
通
天
閣
４
曲

　

や
は
り
南
高
北
低
の
傾
向
。『
中
の
島
ブ
ル
ー

ス
』
は
、
大
阪
の
歌
と
認
定
さ
れ
て
い
な
い
よ

う
で
、
中
之
島
は
ゼ
ロ
。
界
隈
で
は
、
北
新
地

と
北
浜
が
３
曲
と
健
闘
。
ま
た
、
意
外
や
持
ち

歌
に
大
阪
も
の
が
多
か
っ
た
フ
ラ
ン
ク
永
井（
同

書
に
は
14
曲
収
録
）
の
『
堂
島
』、
吉
永
小
百
合

が
紅
白
で
可
憐
に
歌
っ
た
『
天
満
橋
か
ら
』
な

ど
の
大
ネ
タ
も
あ
る
。

『たそがれの御堂筋』
坂本スミ子（1967年）

『大阪ブギウギ』
笠置シヅ子（1948年）
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　北新地の変容と「演歌調ご当地ソング」の
始まりを告げた１曲（上記、輪島氏の論参照）。
曲がり角は万博か。〈まるで私を責めるよに／

北の新地に風
が吹く／もっと尽
くせばよかったわ
／わがまま言っ
て困らせず／泣
いて別れる人な
らば〉

　北浜を駆け抜けた風雲の相場師にして中
央公会堂の寄進者、岩本栄之助の生き様に
勝負師の心意気を重ねる。〈誰がとめよと公会

堂にゃ／俺の親
父の夢がある／
花の浪花のあの
中の島／水に
姿を映すまで〉

『大阪の女
ひと

』
ザ・ピーナッツ（1970年）

『浪花の勝負師』
三波春夫（1963年）

と
し
て
名
を
売
っ
て
い
た
と
い
う
。
デ
ビ
ュ

ー
後
は
大
阪
労
音
を
主
要
な
舞
台
と
し
、
当

時
と
し
て
は
珍
し
い
実
況
録
音
Ｌ
Ｐ
『
ラ
イ

ブ
・
ア
ッ
ト
・
ロ
ー
オ
ン
』
も
発
表
し
て
い

る
。
北
新
地
の
流
し
→
堂
山
町
の
高
級
ク
ラ

ブ
専
属
歌
手
→
大
阪
労
音
例
会
で
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
の
大
舞
台
に
立
つ
本
格
派
歌

手
、
と
い
う
コ
ー
ス
は
、
さ
な
が
ら
「
キ
タ

の
出
世
小
唄
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。

　

一
方
、
坂
本
ス
ミ
子
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ

音
楽
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ『
夢
で
あ
い
ま
し
ょ
う
』

の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
人
気
を
博
し
た
。
同

番
組
も「
今
月
の
歌
」を
持
ち
、永
六
輔
の
作

詞
と
中
村
八
大
の
作
曲
に
よ
っ
て
、『
上
を

向
い
て
歩
こ
う
』『
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
』

『
遠
く
へ
行
き
た
い
』
と
い
っ
た
「
健
全
で

家
庭
的
な
」
ヒ
ッ
ト
曲
を
多
数
生
ん
で
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
２
人
と
も
ハ
イ
カ
ラ
な
本
格

派
と
し
て
ス
テ
ー
ジ
や
放
送
で
大
活
躍
し
た

が
、
そ
の
数
年
後
に
は
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な

「
夜
の
ム
ー
ド
」
に
転
じ
て
レ
コ
ー
ド
の
ヒ

ッ
ト
を
出
す
。
ア
イ
・
ジ
ョ
ー
ジ
は
志
摩
ち

な
み
と
の
デ
ュ
エ
ッ
ト
『
赤
い
グ
ラ
ス
』

（
65
年
）、
坂
本
ス
ミ
子
は
『
た
そ
が
れ
の
御

堂
筋
』（
67
年
）。
特
に
後
者
は
『
雨
の
御
堂

筋
』『
大
阪
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
』、さ
ら
に
は
『
梅

田
か
ら
ナ
ン
バ
ま
で
』
な
ど
も
含
む
〝
御
堂

筋
そ
ぞ
ろ
歩
き
歌
謡
〟
の
戦
後
に
お
け
る
草

分
け
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
れ
は
単
に
彼
ら
の
路
線
変
更
、
あ
る
い

は
「
家
庭
向
き
」
の
放
送
と
「
巷
の
歌
」
で

あ
る
レ
コ
ー
ド
の
差
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、

夜
の
盛
り
場
の
変
化
と
も
関
わ
っ
て
い
る
よ

う
に
思
え
る
。

　

ど
う
い
う
こ
と
か
。
キ
タ
～
中
之
島
に
引

き
つ
け
て
言
え
ば
、
洋
酒
を
バ
ー
カ
ウ
ン
タ

ー
や
ボ
ッ
ク
ス
席
で
飲
む
外
来
風
の
盛
り
場

と
は
、
か
つ
て
の
［
ア
ロ
ー
］
の
よ
う
に
、

一
般
庶
民
に
は
到
底
手
が
届
か
な
い
「
最
高

級
の
舶
来
文
化
を
堪
能
す
る
場
所
」
で
あ
っ

た
の
が
、
一
般
の
社
用
族
あ
た
り
で
も
な
ん

と
か
手
が
届
く
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
、
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
、
初
期
の
ア
イ
・
ジ
ョ
ー
ジ
や
坂

本
ス
ミ
子
が
売
り
に
し
た
「
い
か
に
も
」
な

舶
来
性
は
後
景
に
退
き
、
も
は
や
外
来
で
あ

る
こ
と
さ
え
意
識
さ
れ
な
い
ほ
ど
に
土
着
化

し
た
洋
風
盛
り
場
文
化
が
全
国
の
地
方
都
市

を
席
巻
す
る
。
そ
の
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
が
、

60
年
代
半
ば
以
降
に
隆
盛
を
見
る
ブ
ル
ー
ス

調
（
服
部
良
一
が
発
明
し
た
昭
和
10
年
代
当

時
最
先
端
の
和
洋
折
衷
サ
ウ
ン
ド
！
）の「
ご

当
地
ソ
ン
グ
」
で
あ
っ
た
。
札
幌
、
長
崎
と

並
べ
て
歌
わ
れ
る
『
中
の
島
ブ
ル
ー
ス
』

（
75
年
）
は
、
中
之
島
の
固
有
性
よ
り
も
む

し
ろ
、
各
都
市
の
盛
り
場
の
互
換
性
を
あ
ら

わ
し
て
い
た
、
と
い
え
る
。

　

北
新
地
も
、
や
が
て
こ
う
し
た
全
国
的
か

つ
中
央
集
権
的
な
「
ご
当
地
ソ
ン
グ
」
の
波

に
呑
ま
れ
て
い
く
。
一
つ
の
き
っ
か
け
は
大

阪
万
博
の
70
年
に
発
表
さ
れ
た
ザ
・
ピ
ー
ナ

ッ
ツ『
大
阪
の
女ひ

と

』だ
ろ
う
か
。「
北
の
新
地
」

で
の
、
酒
を
介
し
た
男
女
の
出
会
い
と
別
れ

が
、
こ
れ
ま
で
ハ
イ
カ
ラ
な
イ
メ
ー
ジ
を
振

り
ま
い
て
き
た
ザ
・
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
に
は
珍
し

い
、
い
か
に
も
な
「
演
歌
調
」
で
歌
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
時
代
が
下
る
と
、
ご
当
地
ソ
ン
グ

は
、
も
と
も
と
の
和
洋
折
衷
と
い
う
出
自
を

よ
り
一
層
隠
し
て
、「
演
歌
」（
も
し
く
は
「
ド

演
歌
」）
と
し
て
様
式
化
さ
れ
る
。
北
新
地
、

堂
島
、
曽
根
崎
を
舞
台
に
、
お
そ
ら
く
水
商

売
と
思
わ
れ
る
女
性
の
実
ら
ぬ
恋
を
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
的
に
歌
っ
た
都
は
る
み
『
大
阪
し

ぐ
れ
』（
80
年
）
が
そ
の
代
表
だ
が
、
そ
こ

で
は
、
前
述
し
た
『
大
阪
の
女ひ

と

』
の
「
幸
せ

そ
れ
と
も
／
不
幸
せ
」
と
い
う
歌
詞
が
引
用

さ
れ
て
い
る
。

　
「
ご
当
地
ソ
ン
グ
」
や
「
演
歌
」
は
、
高

度
経
済
成
長
後
期
か
ら
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を

経
て
、
バ
ブ
ル
ま
で
の
「
盛
り
場
の
サ
ウ
ン

ド
ト
ラ
ッ
ク
」
で
あ
り
、
現
在
で
は
、
そ
の

存
在
意
義
を
あ
ま
り
見
出
し
に
く
い
。
だ
か

ら
と
い
っ
て
、
単
純
に
そ
れ
以
前
、
つ
ま
り

戦
後
初
期
か
ら
高
度
経
済
成
長
前
期
の
「
中

之
島
教
養
主
義
」
的
大
衆
音
楽
文
化
へ
の
回

帰
を
説
く
つ
も
り
は
な
い
。
し
か
し
、「
ご

当
地
ソ
ン
グ
」
や
「
演
歌
」
の
誕
生
以
前
、

中
之
島
に
お
い
て
独
自
の
大
衆
音
楽
文
化
が

確
か
に
築
か
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
い

ま
一
度
見
直
さ
れ
て
も
よ
い
。

「
盛
り
場
」の
変
容
と

「
ブ
ル
ー
ス
」の
隆
盛
。

「
ご
当
地
ソ
ン
グ
」と

「
演
歌
」の
後
に
。

◎
平
成
10
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
都
市
大
阪
創
生
研
究
会
は
、行
政
と
民
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
新
し
い
時
代
に
向
け
て

の
都
市
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
、大
阪
の
未
来
と
そ
こ
へ
至
る
べ
き
道
を
考
え
る
場
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

都
市
大
阪
創
生
研
究
会
で
は
昨
年
度
の
活
動
と
し
て
、大
阪
と
海
の
関
係
を
み
つ
め
な
お
し
、

生
活
や
産
業
の
な
か
で
の
水
都
大
阪
を
探
検
し
て
き
ま
し
た
。

あ
ま
り
認
識
さ
れ
て
い
な
い
け
ど
大
阪
は
や
っ
ぱ
り
海
の
街
な
の
で
す
。

だ
か
ら
デ
ィ
ー
プ
な
海
の
物
語
が
た
く
さ
ん
こ
ろ
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
な
か
か
ら
と
っ
て
お
き
の「
海
の
大
阪
」を
、全
6
回
で
お
伝
え
し
ま
す
。

参
加
費
は
無
料
。多
数
の
参
加
、お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎今月の講座（テーマ・講師）

最終回 2/8（金）　※講座内容は、月刊島民３月号に掲載予定です。

水都って、川沿いにおしゃれなカフェがあるだけの都市のことでしょうか?
もちろん水辺の快適な空間は大切ですが、
水都っていうのは生活や産業が海や川と密接につながった都市のこと。
そして大阪はもともと海辺の街として発展してきた都市、
そして実際の大阪は今でもちゃんと海の都市なのです。
水都大阪という言葉が定着してきつつあるなかで、
川だけではない、海の大阪を通して水都の本質に迫ります。

連
続
講
座「
海
の
大
阪
」

なぜいま「海の大阪」なのか。

◎概要

時間／7：00PM～8:30PM　
会場／淀屋橋odona2階「アイ・スポット」大阪市中央区今橋4-1-1
受講料／無料　
定員／30名（当日先着順）
主催／都市大阪創生研究会ワーキンググループ　
協力／ナカノシマ大学事務局　　
お問い合わせ／☎06-6949-1911（事務局）

 「大阪港から
生まれた商社」

松本一晃・藤原一雅
大阪港の開発から発展した、
異色の生い立ちの住友商事について、
商社誕生秘話とともにお話させて頂きます。

 「港に住むということ
─築港に引越してみて」

高見恒祐（IAOプランニング＆デザイン）

港は元々住む場所ではないのか？
市街地の住まいと違うのか？ 果たして住み心地はどうか？
港に１年住んでみたメンバーからの報告です。

 「港的風景をゆく（6）咲洲
─港湾風景の現在形」

山納洋（大阪ガス）

コンテナリゼーションが進んだ咲洲の港湾。
ヒューマンスケールを超える風景と、希薄なヒトビト感。
この町の港的風景は、どこに見出せるでしょうか。 今

も
変
わ
ら
ぬ
?

あ
の
情
景
。

　

川
と
橋
、
水
面
に
映
る
ネ
オ
ン
の
灯
、
公
会

堂
に
散
歩
道
、
そ
れ
に
鳩
の
群
れ
…
。
歌
に
描

か
れ
る
風
景
は
今
も
中
之
島
界
隈
に
残
っ
て
い

る
が
、
行
き
交
う
人
び
と
の
心
象
は
ど
う
変
わ

っ
た
か
、あ
る
い
は
変
わ
っ
て
い
な
い
の
か
。「
演

歌
調
ご
当
地
ソ
ン
グ
」を
歌
詞
と
と
も
に
ど
う
ぞ
。
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頓
堀
へ
、
港
エ
リ
ア
だ
っ
た
ら
ワ
ク
ワ
ク
感

満
点
で
す
よ
…
と
い
っ
た
具
合
だ
。
も
ち
ろ

ん
そ
の
水
路
は
ひ
と
続
き
で
あ
り
、
小
回
り

の
利
く
小
舟
は
そ
れ
ら
を
ス
イ
ス
イ
と
結
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。

　

約
２
時
間
で
都
心
部
と
港
湾
部
を
往
来
す

る「
ド
ボ
ク
ク
ル
ー
ズ
」の
謳
い
文
句
は「
港

の
大
き
な
橋
や
水
門
、工
場
な
ど
を
眺
め
る
」

だ
が
、
こ
の
コ
ー
ス
で
肝
心
な
の
は
、
港
に

た
ど
り
着
く
ま
で
の
風
景
と
港
の
風
景
、
そ

の
２
つ
の
場
面
を
同
じ
船
の
中
で
体
験
し
て

頂
く
こ
と
に
あ
る
。

　

大
川
（
旧
淀
川
）
に
あ
る
八
軒
家
浜
を
出

て
中
之
島
界
隈
を
下
る
。
特
に
戦
前
に
作
ら

れ
た
ビ
ル
や
橋
梁
は
陸
か
ら
見
る
以
上
に
美

し
い
。
川
か
ら
の
視
線
を
意
識
し
て
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
、
い
か
に
船
の
往
来

が
多
か
っ
た
か
が
想
像
さ
れ
る
。
そ
し
て
船

津
橋
、
端
建
蔵
橋
か
ら
先
は
、
く
っ
き
り
と

線
を
引
い
た
よ
う
に
「
港
」
の
顔
が
見
え
て

く
る
。
以
降
の
安
治
川
に
は
桁
下
高
が
10
m

超
の
規
模
の
橋
が
ほ
と
ん
ど
で
、
大
き
な
船

が
直
接
川
を
上
が
っ
て
こ
ら
れ
る
。
そ
れ
に

合
わ
せ
た
陸
の
設
備
―
―
倉
庫
街
、
ク
レ
ー

ン
や
ら
コ
ン
テ
ナ
―
―
が
風
景
を
作
っ
て
い

る
か
ら
だ
。
さ
ら
に
川
を
下
っ
て
港
大
橋
や

　

港
に
関
わ
る
交
通
と
言
え
ば
船
を
思
い
浮

か
べ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
港
の
発
展
を

支
え
た
の
は
、
船
だ
け
で
は
な
い
。
電
鉄
も

大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
影
で
支
え
た
二
つ
の
電
鉄
を
紹
介
し
た
い
。

　

そ
の
一
つ
は
大
阪
市
電
で
あ
る
。
明
治
36

年
（
１
９
０
３
）、
日
本
初
の
公
営
路
面
電

車
と
し
て
、
花
園
橋
西
詰
～
築
港
桟
橋
間
を

開
業
し
た
。
大
阪
市
電
の
開
業
は
、「
港
」

行
き
だ
っ
た
の
だ
。
何
故
、
こ
ん
な
と
こ
ろ

に
路
線
を
引
い
た
の
だ
ろ
う
と
疑
問
が
わ
い

て
く
る
。
当
時
、
こ
の
築
港
は
日
本
で
初
め

て
市
が
建
設
・
運
営
す
る
港
と
し
て
、
開
港

し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。「
せ
っ
か
く
オ
ー

プ
ン
し
た
の
だ
か
ら
、
そ
こ
ま
で
来
て
も
ら

わ
な
い
と
も
っ
た
い
な
い
」、
大
阪
な
ら
で

は
の
考
え
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

実
は
、
開
業
当
初
、
こ
の
路
線
は
、
遊
覧

電
車
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。
二
階
建
て
列

車
の
運
転
台
の
前
に
釣
竿
入
れ
を
サ
ー
ビ
ス

し
た
こ
と
も
あ
り
、
連
日
大
勢
の
釣
り
人
が

利
用
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
周
辺
に
娯
楽
施

設
が
出
来
た
こ
と
も
あ
り
、
二
階
建
て
電
車

は
、
通
称
、「
魚
釣
り
電
車
」「
夕
涼
み
電
車
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
。
当
初
の
目
的
は
異
な
っ

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
十
分
役
割
を

果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
市
内
交
通
に
は
「
市
営
モ
ン
ロ
ー

主
義
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
た
。
一
言
で

い
う
と
、
市
内
の
交
通
に
私
企
業
は
手
を
出

す
な
と
い
う
方
針
で
あ
る
。
中
長
距
離
の
交

通
は
国
鉄
が
、
都
市
近
郊
や
近
距
離
都
市
間

の
交
通
は
民
営
鉄
道
が
、
都
市
内
の
交
通
は

市
な
ど
の
公
営
交
通
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る

と
い
う
役
割
分
担
を
徹
底
さ
せ
た
も
の
で
あ

り
、
市
内
交
通
を
営
利
企
業
に
任
せ
ず
、
市

民
の
利
益
が
最
大
と
な
る
よ
う
市
営
に
て
行

う
考
え
方
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
現
在
の

Ｊ
Ｒ
大
阪
環
状
線
の
内
側
に
は
、
私
鉄
は
入

れ
さ
せ
な
い
と
い
う
施
策
で
あ
っ
た
。
現
在

の
各
私
鉄
の
拠
点
駅
（
阪
神
電
車
、
阪
急
電

車
の
梅
田
駅
、
京
阪
電
車
の
淀
屋
橋
駅
、
南

海
電
車
の
難
波
駅
、近
鉄
電
車
の
上
本
町
駅
）

を
み
る
と
環
状
線
の
内
側
を
通
過
し
て
い
る

も
の
は
な
い
。

　

二
つ
目
の
鉄
道
は
、
こ
の
市
営
モ
ン
ロ
ー

主
義
の
影
響
を
受
け
た
阪
神
電
気
鉄
道
の
話

で
あ
る
。
明
治
43
年
（
１
９
１
０
）
頃
の
こ

と
、
関
西
に
お
け
る
先
発
私
営
電
鉄
会
社
と

し
て
の
阪
神
電
気
鉄
道
は
、
後
発
の
競
争
相

手
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
対
抗
策
を
と
る
必

要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
大
阪
・
神
戸

間
の
輸
送
人
員
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、
阪
神

間
を
別
ル
ー
ト
に
て
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
輸
送

力
増
強
し
よ
う
と
計
画
を
進
め
て
い
た
。

　

一
方
、
湾
岸
部
は
、
や
が
て
「
東
洋
の
マ

ン
チ
ェ
ス
タ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
目

覚
ま
し
い
発
展
の
段
階
で
あ
っ
た
。
阪
神
電

気
鉄
道
は
湾
岸
部
へ
入
り
込
み
た
か
っ
た
に

違
い
な
い
。
事
実
、
六
軒
屋
川
と
安
治
川
に

挟
ま
れ
た
西
野
田
兼
平
町
（
現
在
の
Ｊ
Ｒ
野

田
駅
と
西
九
条
駅
の
ほ
ぼ
中
間
付
近
）
を
経

由
し
た
船
津
橋
駅
を
大
阪
側
の
終
点
と
し
て
、

路
線
の
免
許
申
請
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
周

辺
は
、
明
治
30
年
（
１
８
９
７
）
に
進
出
し

た
住
友
伸
銅
所
な
ど
を
は
じ
め
商
工
業
の
集

積
地
と
し
て
、
か
な
り
活
況
を
呈
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
市
電
の
敷
設
計
画
に
も
同
地
付

近
が
含
ま
れ
お
り
、
兼
平
町
か
ら
船
津
橋
間

の
路
線
が
阪
神
電
車
と
平
行
す
る
こ
と
に
な

る
。
市
営
モ
ン
ロ
ー
主
義
の
こ
の
時
代
、
阪

神
電
気
鉄
道
は
泣
く
泣
く
こ
の
区
間
を
あ
き

ら
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
免
許
申
請

の
区
間
を
千
鳥
橋
駅
ま
で
と
し
大
正
13
年

（
１
９
２
４
）
に
大
物
駅
か
ら
千
鳥
橋
駅
間

を
開
通
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
千
鳥
橋
か
ら
な
ん
ば
ま
で
延
伸

し
、
現
在
の
な
ん
ば
線
と
な
る
。
現
在
、
神

戸
・
難
波
・
奈
良
を
つ
な
ぐ
阪
神
な
ん
ば
線
、

現
在
の
路
線
に
な
る
ま
で
、
こ
の
よ
う
な
紆

余
曲
折
が
あ
っ
た
の
だ
。
千
鳥
橋
か
ら
船
津

橋
間
が
許
可
さ
れ
て
い
れ
ば
、
現
在
の
な
ん

ば
線
は
違
っ
た
形
に
な
っ
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

近
代
大
阪
の
港
と
交
通

大
阪
市
電
の
起
こ
り
。

「
市
営
モ
ン
ロ
ー
主
義
」と
は
。

阪
神
な
ん
ば
線
の
礎
。

1
／
16 

第
5
回
講
座
を
ふ
り
返
っ
て

大
西
隆
太

 （
阪
神
電
気
鉄
道
）

築港大桟橋と市電（『おかげさまで大阪市営交通創業100年 これからもよろしく』）

明治42年（1909）地形図より

天
保
山
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
姿
を
見
上
げ
る

と
、
淀
屋
橋
や
大
江
橋
の
架
橋
か
ら
半
世
紀

足
ら
ず
の
間
に
建
設
さ
れ
た
も
の
と
は
思
え

な
い
技
術
の
飛
躍
が
実
感
さ
れ
る
。

　

こ
の
間
お
よ
そ
1
時
間
。
極
端
に
様
子
の

違
う
、
し
か
し
、
川
も
海
も
「
ひ
と
続
き
」

の
道
と
し
て
生
き
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
景
色

に
遭
遇
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

私
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
し
て
い
た
10
年
ほ

ど
前
か
ら
川
辺
に
暮
ら
し
て
い
る
。
窓
か
ら

の
景
色
だ
け
で
も
川
と
海
の
つ
な
が
り
は
実

感
で
き
る
。
例
え
ば
潮
位
変
動
は
発
見
し
や

す
い
現
象
か
も
し
れ
な
い
。
都
心
部
の
河
川

で
も
大
潮
の
日
に
は
６
～
７
時
間
で
最
大

１・
８
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
水
位
が
上
下
す
る
。

時
に
川
は
逆
流
す
る
し
、
潮
の
向
き
に
よ
っ

て
は
船
の
燃
料
の
減
り
方
が
倍
近
く
違
う
。

　

汽
水
域
に
生
き
る
魚
類
も
、
そ
の
つ
な
が

り
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。
ボ
ラ
、
ス
ズ
キ
、

マ
ハ
ゼ
、
チ
ヌ
（
ク
ロ
ダ
イ
）
な
ど
が
中
之

島
界
隈
に
も
数
多
く
い
る
。
ボ
ラ
な
ど
は
、

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
水
面
を
跳
ね
て
い
る
の
で
釣

り
な
ど
を
し
な
く
て
も
目
撃
し
て
い
る
方
は

少
な
く
な
い
は
ず
だ
。

　

水
位
が
高
く
、
都
心
の
低
い
橋
が
く
ぐ
れ

ず
に
困
る
よ
う
な
日
に
は
、
彼
ら
の
よ
う
に

海
と
川
を
自
由
に
往
来
し
て
み
た
い
も
の
だ

と
、
つ
い
考
え
て
し
ま
う
。

　

10
人
乗
れ
ば
満
員
と
い
う
小
さ
な
船
の
船

長
を
し
て
い
る
。
も
と
は
天
草
の
海
で
真
珠

の
養
殖
作
業
に
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
幅
広

の
船
に
、
広
い
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
と
小
さ
な
建

屋
を
備
え
た
小
さ
な
ハ
ウ
ス
ボ
ー
ト
の
よ
う

な
船
だ
。
小
さ
い
な
が
ら
、
結
婚
や
還
暦
を

祝
う
会
が
行
わ
れ
た
り
、
写
真
教
室
や
句
会

の
場
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
茶
釜
を
置
い

て
茶
会
を
催
す
こ
と
も
あ
れ
ば
、
折
り
畳
み

自
転
車
を
積
む
こ
と
も
あ
る
。

　

こ
れ
だ
け
い
ろ
い
ろ
な
楽
し
み
方
を
し
て

い
た
だ
け
る
の
は
な
ぜ
か
。
も
ち
ろ
ん
船
そ

の
も
の
の
工
夫
も
し
て
い
る
が
、
何
よ
り
大

阪
の
水
辺
の
風
景
が
非
常
に
多
彩
な
こ
と
が

大
き
い
。
穏
や
か
な
時
間
を
過
ご
す
な
ら
中

之
島
を
背
景
に
、
盛
り
上
が
り
た
い
な
ら
道

多
彩
な
水
辺
を

軽
や
か
に
結
ぶ
小
舟
。

1
つ
の
船
で
2
つ
の
場
面
を
。

都
心
の
水
辺
に
、川
と
海
を
見
る
。

船
長
か
ら
見
た
大
阪
港
と
川
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船上茶会をする時には、デッキに茶釜を設置。

手前は環状線の鉄橋、そして奥は安治川の水門。

潮位変動の例（海上保安庁のホームページより）
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は
４
万
ト
ン
級
の
船
を
進
水
さ

せ
る
の
が
限
界
で
あ
り
、
大
型

化
が
さ
ら
に
進
ん
だ
段
階
で
、

川
筋
の
造
船
所
は
そ
の
役
割
を

終
え
た
。
名
村
は
主
要
工
場
を

佐
賀
県
伊
万
里
市
に
移
し
、
昭

和
54
年
（
１
９
７
９
）
に
大
阪

工
場
を
撤
収
。
藤
永
田
は
三
井

造
船
に
吸
収
合
併
さ
れ
、
現
在

工
場
跡
地
で
は
子
会
社
が
デ
ィ

ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
や
産
業
機
械

を
製
造
し
て
い
る
。
サ
ノ
ヤ
ス

は
主
要
工
場
を
岡
山
県
の
水
島

製
造
所
へ
移
し
、
大
阪
は
修
繕

工
場
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

　

工
場
撤
収
後
、
長
ら
く
休
眠

状
態
と
な
っ
て
い
た
名
村
造
船

所
跡
地
は
近
年
、
ア
ー
ト
ス
ペ

ー
ス
と
し
て
再
生
さ
れ
て
い
る
。

一
帯
の
地
権
者
で
あ
る
千
島
土

地
は
「
北
加
賀
屋
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
」
を
掲
げ
、
工
場
や
住

宅
の
借
地
返
還
の
際
に
引
き
取
っ
た
建
物
を

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
建
築
家
な

ど
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
に
提
供
し
て
い
る
。
近

代
化
産
業
遺
産
で
あ
る
広
大
な
造
船
所
跡
は
、

新
た
な
時
代
の
創
造
産
業
の
孵
化
器
と
し
て
、

新
た
な
役
割
を
担
い
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

あ
な
い
な
伝
馬
船
ば
っ
か
り
こ
さ
え
て
た
ら

あ
か
ん
と
考
え
、
ボ
ー
ト
や
モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
を
こ
さ
え
は
っ
た
ん
や
。
そ
れ
か
ら
帆
船

を
手
が
け
、
今
で
は
鉄
船
ち
ゅ
う
わ
け
や
。

な
あ
人
間
、
志
を
立
て
た
ら
船
大
工
か
ら
今

で
は
二
千
ト
ン
級
の
汽
船
を
作
ら
は
る
ん
や
」

　

サ
ノ
ヤ
ス
・
ヒ
シ
ノ
明
昌
の
創
業
者
・
佐

野
川
谷
安
太
郎
は
、明
治
19
年
（
１
８
８
６
）

に
泉
佐
野
で
生
ま
れ
、
小
学
校
卒
業
後
に
大

阪
に
出
て
、
木
津
川
筋
で
船
大
工
の
棟
梁
の

内
弟
子
と
な
っ
た
。
安
太
郎
は
こ
の
地
で
６

年
間
修
行
し
た
後
に
上
京
。
各
地
の
造
船
所

で
技
術
を
磨
い
た
後
、
明
治
44
年
（
１
９
１

１
）
に
木
津
川
口
に
佐さ

野の

安や
す

造
船
所
を
設
立

し
て
い
る
。
そ
の
直
後
、
第
一
次
世
界
大
戦

の
勃
発
に
よ
り
世
界
的
な
船
舶
不
足
が
起
こ

り
、
国
内
外
か
ら
注
文
が
殺
到
し
た
。

　

以
後
数
十
年
間
、
木
津
川
筋
の
造
船
所
の

発
展
は
続
き
、
川
筋
三
社
と
呼
ば
れ
た
佐
野

安
・
名
村
・
藤
永
田
造
船
所
に
は
、
最
盛
期

に
は
２
万
人
が
働
い
て
い
た
。

　

川
筋
の
発
展
を
も
た
ら
し
た
船
舶
の
大
型

化
は
、
や
が
て
は
そ
の
衰
退
の
要
因
と
も
な

っ
た
。
川
幅
２
０
０
メ
ー
ト
ル
の
河
口
部
で

名村造船所跡にできた、クリエイティブセンター大阪。

今東光『悪名』

　

北
加
賀
屋
の
交
差
点
角
に
あ
る
［
山や

ま
ち
ょ
う長

酒

店
］。
か
つ
て
は
店
の
前
を
路
面
電
車
が
走

り
、
造
船
所
で
働
く
人
た
ち
で
賑
わ
っ
た
。

店
の
南
側
に
は
住
宅
街
に
斜
め
に
入
る
路
地

が
あ
り
、
廃
業
し
た
ス
ナ
ッ
ク
や
小
料
理
屋

が
立
ち
並
ぶ
。
そ
の
一
角
に
あ
る
喫
茶
店
で
、

こ
ん
な
話
を
聞
い
た
。

　
「
こ
の
道
は
ヨ
シ
原
を
貫
い
て
造
船
所
に

向
か
う
一
本
道
で
、
辺
り
の
お
店
で
は
造
船

所
で
働
く
人
た
ち
を
集
め
て
い
た
。
ド
ッ
ク

に
は
頻
繁
に
外
国
船
の
修
理
が
入
り
、
外
国

人
乗
組
員
が
辺
り
を
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
た
。

そ
の
た
め
か
、
近
所
の
お
店
で
は
、
店
先
に

置
い
て
い
た
パ
ン
・
タ
バ
コ
・
果
物
な
ど
が

よ
く
無
く
な
っ
た
。
外
に
置
い
て
あ
る
扇
風

機
や
洗
濯
機
を
と
ら
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

と
に
か
く
治
安
の
悪
い
町
だ
っ
た
」

　

木
津
川
筋
に
造
船
業
が
発
達
し
た
の
は
、

明
治
末
か
ら
大
正
初
期
の
こ
と
で
あ
る
。
今

東
光
の
小
説
『
悪
名
』
に
、
こ
ん
な
く
だ
り

が
出
て
く
る
。

　
「
安
治
川
口
の
佐
野
安
造
船
所
っ
て
知
っ

て
あ
る
や
ろ
。
あ
そ
こ
の
旦
那
の
出
世
の
振

り
出
し
は
船
大
工
や
。
和
泉
大
津
の
浜
育
ち

が
、
安
治
川
口
に
出
て
船
大
工
と
な
っ
た
が
、

港
的
風
景
を
ゆ
く（
5
） 

北
加
賀
屋（
住
之
江
区
）│
産
業
化
遺
産
と

ク
リ
エ
イ
ティ
ブ・ビ
レ
ッ
ジ

造
船
業
の
発
展
で
、

国
内
外
か
ら
注
目
。

元
造
船
工
場
に

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
集
う
。

1
／
16 

第
5
回
講
座
を
ふ
り
返
っ
て

山
納 

洋

 （
大
阪
ガ
ス
）

申し込み方法
参加ご希望の方は、名前（１枚に１人）、郵便番号、住所、年
齢、電話番号を記入し、はがき（〒５３０-８２１１〈住所不要〉）か、
メール（sq-sybox@asahi.com）で、朝日新聞社関西スクエア
「対談シリーズ・言葉ほぐし⑤」係へ
［2月8日（金）　必着］
※応募多数の場合は抽選し、聴講券の発送で発表にかえさ
せていただきます。※お寄せいただいた個人情報は聴講券の
発送のみに使用させていただきます。
◎お問い合わせ／朝日新聞朝日２１関西スクエア　
☎06-6201-8450（平日10時～１７時）

日時 2013年2月26日（火）
開場 18:30　
開演 19:00（終了予定21:00）
※会場へは聴講券をご持参ください。

場所 イシハラホール
        （大阪市西区江戸堀１-３-１５新石原ビル）

哲学者
鷲田清一さんの
対談シリーズ⑤

主催／朝日新聞社

●これまでの「言葉ほぐし」ゲスト
第1回
（2012年5月26日）
麻生祐未さん
（女優）
テーマ

 「演じ分ける」

第3回
（2012年10月27日）
最相葉月さん
（ノンフィクション
ライター）

テーマ

 「『わかる』
ということ」

哲学者で大谷大学教授の
鷲田清一さんをホスト役に、
芸能、スポーツ、ジャーナリズムなど
様々な分野で活躍する
関西ゆかりの女性たちを
お招きします。

四
つ
橋
筋

肥
後
橋
駅

淀
屋
橋
駅

御
堂
筋

朝日
新聞社

堂島川

土佐堀川
土佐堀通

大江橋駅

渡辺橋駅

定員

250名
（無料）

第2回
（2012年6月15日）
増田明美さん
（スポーツジャーナリスト）

テーマ

 「がまん」

第4回
（2012年11月24日）
津村記久子さん
（作家）
テーマ

 「『働く』
ということ」

ELLIE OMIYA　映画監督、脚本家。作家、演出家、ＣＭプランナーとしても活躍
中。1975年大阪生まれ。広告会社勤務を経て、2006年に独立。映画「海でのはなし。」
で映画デビュー。主な著書に「生きるコント」（文春文庫）など。テレビドラマは「サラリーマ
ンNEO」（脚本参加）のほか「木下部長とボク」「デカ黒川鈴木」「三毛猫ホームズの推
理」など。ミュージックビデオ監修は「群青」（スピッツ）「男女６人物語」（ケツメイシ）。
2012年２月に言葉とインスタレーションの個展「思いを伝えるということ」展を渋谷で開催
し１万2千人を動員。その後、札幌と京都で4千人を動員し、さらに3月30日より、せんだい
メディアテークにて巡回展を行う。またその第２弾「生きているということ」展を1月25日～2
月18日 渋谷PARCO MUSEUMにて開催。他、1月18日～2月24日EYE OF GYREに
て、絵と写真による個展“A HOUSE OF LOVE BY ELLIE OMIYA”を開催する。

©
K
E
N
TA

 A
M
IN
A
K
A

　

未
来
が
見
え
な
い
、
不
透
明
な
時
代
を

生
き
る
私
た
ち
。
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
の
変

化
の
中
、
と
も
す
れ
ば
こ
こ
ろ
が
く
じ
け

そ
う
に
な
り
が
ち
で
す
。
新
し
い
年
、
い

か
が
お
す
ご
し
で
す
か
。

　

こ
の
対
談
で
は
、「
気
に
な
る
言
葉
」「
ひ

っ
か
か
る
言
葉
」
を
と
り
あ
げ
ま
す
。
そ

の
「
言
葉
」
を
ほ
ぐ
す
こ
と
で
時
代
を
ほ

ぐ
し
、
困
難
を
乗
り
越
え
て
い
く
明
日
の

元
気
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

シ
リ
ー
ズ
５
回
目
の
ゲ
ス
ト
は
映
画
監

督
で
脚
本
家
の
大
宮
エ
リ
ー
さ
ん
。
テ
ー

マ
は
、「
思
い
を
伝
え
る
と
い
う
こ
と
」
で

す
。
大
宮
さ
ん
は
N
H
K
異
色
番
組
「
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
N
E
O
」
に
脚
本
参
加
を
し
、

注
目
を
集
め
ま
し
た
。
い
ま
、「
思
い
を
伝

え
る
と
い
う
こ
と
」
展
に
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
ま
す
。「
伝
え
る
」
を
め
ぐ
っ
て
語
り

合
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第
5
回
ゲ
ス
ト 

大
宮
エ
リ
ー
さ
ん（
映
画
監
督
・
脚
本
家
）

テ
ー
マ「
思
い
を
伝
え
る
と
い
う
こ
と
」
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ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
が
ど
ん
ど
ん
完
成

し
、
新
し
く
移
り
住
む
人
が
増
え
つ

つ
あ
る
中
之
島
。
そ
の
中
に
は
小
さ
い
子
供

と
若
い
夫
婦
と
い
う
世
帯
も
意
外
に
多
い
よ

う
だ
。
そ
れ
を
実
感
し
た
の
は
、
昨
年
末
に

開
か
れ
た
と
あ
る
餅
つ
き
大
会
だ
っ
た
。

　

現
在
、
中
之
島
３
丁
目
で
建
設
中
の
「
三

井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
大
阪
中
之
島
」（
仮
称
）。

年
も
押
し
詰
ま
っ
た
12
月
28
日
、
施
工
を
担

当
す
る
清
水
建
設
が
地
元
町
内
会
に
呼
び
か

け
、
工
事
現
場
で
の
餅
つ
き
が
実
現
し
た
。

　
「
日
頃
、
み
な
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
お
り
ま
す
」
と
、
現
場
監
督
・

杉
本
雅
史
さ
ん
の
な
ん
と
も
謙
虚
な
あ
い
さ

つ
で
ス
タ
ー
ト

す
る
と
、
つ
き

た
て
ア
ツ
ア
ツ

の
お
餅
が
ど
ん

ど
ん
テ
ー
ブ
ル

へ
と
運
ば
れ
て

く
る
。
お
餅
を

頬
ば
り
な
が
ら

自
然
と
住
民
同

士
の
会
話
も
弾
み
、
臼
の
前
に
は
餅
を
つ
い

て
み
た
い
子
供
た
ち
の
行
列
が
。
そ
し
て
そ

れ
を
ス
マ
ホ
で
写
真
に
撮
る
お
母
さ
ん
…
と
、

オ
フ
ィ
ス
街
の
工
事
現
場
と
は
思
え
ぬ
和
や

か
ム
ー
ド
だ
っ
た
。

と
も
と
中
之
島
の
町
内
会
で
は
、
毎

年
の
年
末
に
な
る
と
餅
つ
き
大
会
が

行
わ
れ
て
い
た
が
、
世
帯
数
の
減
少
や
役
員

の
高
齢
化
に
よ
っ
て
中
断
し
て
い
た
。
し
か

し
、
清
水
建
設
社
内
の
有
志
に
よ
っ
て
一
昨

年
に
復
活
。
昨
年
か
ら
は
古
く
か
ら
住
む
町

内
会
の
面
々
と
連
携
し
て
、
新
し
く
中
之
島

に
移
り
住
ん
だ
人
た
ち
も
招
待
す
る
こ
と
に

し
た
。「
建
物
を
建
て
る
だ
け
で
な
く
、
地

元
の
方
々
と
の
距
離
を
近
く
し
た
か
っ
た
ん

で
す
」
と
杉
本
さ
ん
は
語
る
。

　

参
加
し
た
人
た
ち
に
も
大
好
評
。「
マ
ン

シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い
る
け
れ
ど
、
ふ
だ
ん
は

帰
り
も
遅
い
し
あ
ま
り
他
の
人
た
ち
と
顔
を

合
わ
せ
な
い
か
ら
、
行
っ
て
み
よ
う
か
と
思

っ
て
」「
子
供
が
『
お
餅
つ
き
し
た
い
！
』

っ
て
言
う
の
で
（
笑
）
こ
う
い
う
交
流
の
機

会
が
あ
る
と
良
い
で
す
ね
」。
若
い
お
母
さ

ん
た
ち
か
ら
は
、
次
々
に
地
元
で
の
つ
な
が

り
を
深
め
た
い
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。
人

を
集
め
た
り
、
お
餅
を
丸
め
た
り
と
い
っ
た

お
世
話
役
の
町
内
会
の
面
々
も
、
恒
例
行
事

の
復
活
に
嬉
し
そ
う
だ
っ
た
。

　

新
し
く
で
き
る
建
物
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
、
古
く
か
ら
住
む
人
と
新
し
く
住
み
始
め

た
人
が
つ
な
が
る
。
変
わ
り
ゆ
く
中
之
島
の

今
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
だ
。

取
材・文
／
大
迫 

力（
本
誌
）

タ

も

上／建設会社の方に手を添えてもらい、餅つきに挑戦するちびっ子たち。初めて見
る杵や臼に、みんな興味津々。下／つき上がった餅を小さく丸めていく。この日の餅
つきはなんと20臼以上。持って帰って正月のお雑煮にした人も多かったようだ。

餅
つ
き
大
会
で
、

島
民
の
絆
が
深
ま
っ
た
。

2013年3月講座

 「大阪弁と小説のいい関係」
講師／久坂部 羊（作家・医師）

　　　金水 敏（大阪大学大学院教授）

21世紀の
懐徳堂

プロジェクト

気さくで、あけすけで、ちょっとコワい?
小説に登場する大阪弁の「役割」について、
現役作家と研究者が、本を読みながら語り合う!

日時／2013年3月19日（火） 
　　　7:00PM～8:30PM頃（開場6:30PM～）
会場／愛日会館
受講料／1,800円
定員／100名
主催／ナカノシマ大学事務局
協力／大阪21世紀協会

募
集
要
項

お名前・ご住所・電話番号を明記の上、下記までハガキ、ファックス、もし
くはＨＰ内の応募フォームからお申し込みください。ハガキ、ファックスに
ついては、複数名でご参加希望の場合は、人数分の必要事項を明記してく
ださい。ハガキ、ファックスでお申し込みの方は、講座名を必ずお書き添え
下さい。

〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
「ナカノシマ大学3月講座」受付係　FAX.06-4799-1341

※先着順で受付を確認し次第、順次、受講票をお送りします。
※定員に達した時点で申し込みは締め切らせていただきます。

「大阪弁と小説のいい関係」

　小説やドラマで大阪弁を話す人物が登
場する時、その言葉があるキャラクター
を連想させることがある。気さくで話し
上手で裏表のない人物が大阪弁を話すこ
とはよくあるし、ずけずけと厚かましく
ものを言うややガラの悪い人物が大阪弁
であることも多い。あるいは大阪が舞台
ではないのに、「商売人」だけがなぜか大
阪弁を喋っているケースもある。このよ
うに話者の性格や職業・年齢などと深く
結びついた言葉は「役割語」と呼ばれる。

老人の話す「そうなんじゃ」、マダムの話
す「そうですわよ」などが典型的な例だ。
　この役割語の面白さを常々意識してい
たというのが小説家の久坂部羊さん。「小
説でも役割語はよく使いますが、イメー
ジを作りやすい反面、お手軽になる危険
もあるので諸刃の剣です」と久坂部さん
は話す。対談のお相手は言語学研究の第
一人者で、役割語の概念を提唱した金水
敏先生だ。講座では実際に大阪弁を上手
く活かした小説作品を読みながら、役割

語の利点と欠点など奥深い役割語の世界
にもご案内。本を読んだり、ドラマを見
るのも楽しくなる対談です！

ケータイからは
こちら！→

お問い合わせ☎06-4799-1340
（ナカノシマ大学事務局） 

ナカノシマ大学の最新情報は 
http://www.nakanoshima-univ.com

物語の中の「役割」が
あるって、ほんま？

くさかべ・よう　
小説家・医師。大阪大
学医学部を卒業後、勤
務医、在外公館での医
務官などを経て、2003
年『廃用身』で作家デビ
ュー。医療の問題点を
浮き彫りにする「医療ミ
ステリー」で人気を博す。

きんすい・さとし　
大阪大学大学院文学
研究科教授。古典語か
ら現代語まで、日本語を
幅広く研究。役割語研
究の先駆者であり、著
書に『ヴァーチャル日本
語 役割語の謎』などが
ある。

◎今月の授業

 【大阪弁】

「へ、へぇ。それがさっぱり分かりまへんね。（略）突然、きょりましてんけどね、娘が死んだんで詫びがどうの、香典がどうの。酒屋やったら茶より酒やろ、とか言うて、ほんで、ぶわぁなって…」（町田康『告白』より）

「あんたは、やっぱり俺らとは別世界の人間や……」（髙村薫『黄金を抱いて翔べ』より）

「解ってる
、教授の椅

子は、

そんな運動
だけでは

取れんと云
いたいの

やろ、

けど、虎も狼
も、金次第

で退治

出来んこと
もないや

ろからな
、

まあ、任しと
き」

（山崎豊子『白い巨塔』より）　

「今ちょっ
とええか

な」

いつもの
歯切れのよ

い

関西弁で訊
ねながら

、

すぐに用件
に入りたそ

うな

押しつけが
ましさだっ

た。

（久坂部羊『神の手・上』より）
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ト
ウ
ミ
ン
月
報

に
も
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
関
連
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
る
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と

し
て
、
現
在
、
な
に
わ
橋
駅
構
内

に
あ
る
［
ア
ー
ト
エ
リ
ア
Ｂ
１
］

で
は
、「
び
わ
こ
号
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

展
を
開
催
中
。
び
わ
こ
号
の
写
真

パ
ネ
ル
や
ス
ケ
ッ
チ
、
ま
た
こ
の

復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
ヘ
ッ
ド

マ
ー
ク
の
実
物
展
示
、
さ
ら
に
は

京
阪
沿
線
の
主
要
駅
の
今
昔
を
比

較
し
た
写
真
展
示
な
ど
、
電
車
好

き
は
も
ち
ろ
ん
月
刊
島
民

フ
ァ
ン
に
も
な
じ
み
深
い

展
示
が
目
白
押
し
だ
。

　

当
時
と
し
て
は
最
新
の

技
術
を
注
ぎ
込
み
、
経
済

産
業
省
認
定
の
近
代
化
産
業
遺
産

で
も
あ
る
び
わ
こ
号
。
そ
の
復
活

の
た
め
に
ぜ
ひ
会
場
へ
足
を
運
ん

で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
盛
り
上
げ
よ

う
。　
（
大
迫 

力
・
本
誌
）

と
は
、
こ
ち
ら
が
提
案
し
て
い
る

自
転
車
を
使
っ
た
街
の
楽
し
み
方

の
こ
と
で
、
目
的
地
へ
向
か
う
手

段
と
し
て
乗
る
の
で
は
な
く
、
散

た
り
、
そ
れ
を
記
念
し
て
『
大
阪

日
伊
協
会
５５
年
の
歩
み
』
を
発
行

し
た
。
そ
の
名
の
通
り
、
発
足
か

ら
こ
れ
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
歴
史

を
経
た
の
か
が
綴
ら
れ
て
お
り
、

文
化
交
流
に
か
け
た
熱
意
が
感
じ

ら
れ
る
。
そ
う
し
た
文
章
の
中
に
、

イ
タ
リ
ア
に
ま
つ
わ
る 

“
ト
リ
ビ

ア
”
を
教
え
て
く
れ
る
コ
ラ
ム
が

挟
ま
れ
て
い
る
と
い
う
、
ち
ょ
っ

と
笑
え
る
仕
掛
け
も
。

　

広
く
読
ん
で
ほ
し
い
と
、
こ
の

本
を
月
刊
島
民
読
者
に
進
呈
し
て

く
だ
さ
る
こ
と
に
。
ご
希
望
の
方

は
、
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
明

記
し
、
月
刊
島
民
プ
レ
ス
宛
（
Ｐ

１９
右
下
に
記
載
）
に
ハ
ガ
キ
か
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
ご
連
絡
を
。　
（
大
迫 

力
・
本
誌
）

歩
の
よ
う
に
気
軽
に
楽
し
も
う
と

い
う
も
の
。
１
月
に
は
会
員
限
定

で
開
催
し
た
が
、
今
月
か
ら
は
誰

で
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

中
之
島
に
あ
る
シ
ョ
ッ
プ
を
ス

タ
ー
ト
地
点
に
、
川
沿
い
を
走
っ

て
大
正
区
や
此
花
区
ま
で
走
る
コ

ー
ス
は
、
そ
の

名
も
「
渡
船
散

走
」。
渡
し
船

に
乗
っ
て
川
を

渡
り
、
ベ
イ
エ

リ
ア
を
目
指
す
。

途
中
休
憩
を
挟

み
な
が
ら
、
朝

大阪日伊協会
　この春開催されるイベントとしては、
3月26日（火）に、竹下・ルッジェリ・ア
ンナさんの昼食会つき講演会「イタ
リア人と禅」をリーガロイヤルホテル
で開催。シチリア島出身で禅を学ぶ
ために来日、現在は京都外語大学
講師で京都南警察署署長をご主人
に持つ個性的な経歴の持ち主。一
般の方でも参加できるので、まずは
問い合わせを。☎06-6457-4340

ライフクリエーションスペース 
ＯＶＥ中之島
　次回は2月16日（土）。走るコース
などはホームページを見るかショップ
に問い合わせを。申し込みはホーム
ページの専用フォームのほか、電話、
メールでも可能。☎06-6223-2626
http://www.ove-web.com/
nakanoshima/

びわこ号ミュージアム
　２月15日（金）、17日（日）には特別イベン
トも開催。詳細は寝屋川市の「びわこ号
復活プロジェクト」のホームページを参照。
期間／2月23日（土）まで
時間／12:00PM～7:00PM　
休館日／月曜（祝日の場合は翌日休）
会場／アートエリアB1
入場料／無料

２０１３年２月１日発行

　

昭
和
９
年（
１

９
３
４
）
に
製

造
さ
れ
た
京
阪

特
急
「
び
わ
こ

号
」。
引
退
か
ら

約
４０
年
、
か
つ

て
の
名
車
を
寝

屋
川
市
に
あ
る

京
阪
電
車
の
車

両
基
地
内
で
復

活
走
行
さ
せ
よ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
進
ん
で
い
る
。
寝
屋
川

市
が
京
阪
電
車
の
協
力
の
も
と
取

り
組
ん
で
い
る
も
の
で
、
広
く
寄

附
を
呼
び
か
け
た
り
、
こ
れ
ま
で

　

昨
年
１１
月
２８
日
に
オ
ー
プ
ン
し

た
中
之
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
タ
ワ

ー
１
階
の
［
Ｏ
Ｖ
Ｅ
中
之
島
］
で
、

「
散
走
」が
ス
タ
ー
ト
す
る
。「
散
走
」

　

大
阪
日
伊
協
会
は
、
昭
和
３１
年

（
１
９
５
６
）、
朝
日
放
送
２
代
目

社
長
で
あ
っ
た
飯
島
幡
司
氏
が
、

当
時
の
ロ
ー
マ
法
王
に
謁
見
し
た

際
、
日
本
と
イ
タ
リ
ア
の
交
流
の

深
ま
り
を
希
望
し
た
こ
と
を
受
け

て
創
設
さ
れ
た
。
関
西
で
初
め
て

イ
タ
リ
ア
語
講
座
を
開
講
し
た
由

緒
あ
る
協
会
で
、
現
在
も
イ
ン
コ

ン
ト
ロ
・
ビ
メ
ス
ト
ラ
ー
レ
と
呼

ば
れ
る
昼
食
会
つ
き
の
講
演
会
や
、

イ
タ
リ
ア
音
楽
に
親
し
め
る
コ
ン

サ
ー
ト
や
イ
タ
リ
ア
料
理
教
室
な

ど
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
。

　

昨
年
は
創
設
か
ら
５５
周
年
に
あ

びわこ号復活プロジェクトギャラリートレインヘッ
ドマーク。会場では実物を展示。

大
阪
日
伊
協
会
の
半
世
紀
を

ま
と
め
た
１
冊
を
進
呈

大
阪
日
伊
協
会
の
半
世
紀
を

ま
と
め
た
１
冊
を
進
呈

大
阪
日
伊
協
会
の
半
世
紀
を

ま
と
め
た
１
冊
を
進
呈

取材・文／大迫 力（本誌）

　中之島でワン＆オンリーのもの
づくりを続ける「graf」が、昨年
11月に移転した。同じ町内での引
っ越しだったが、ショップの雰囲
気は大きく変わった。フロアごと
にギャラリー、カフェダイニング、
ショップと分かれていたが、新生

［graf studio］の１階は、それら
がすべて一緒になったような境目
の曖昧な空間になっている。
　「僕たちはデザインや設計をす
るチームと、カフェや食について
発信するチーム、そしてショップ
を運営するチームに分かれている
んだけど、前はその役割が固定されていくような感覚があ
った。そうじゃなくて、みんなが集まる一つのプラットフ
ォームをつくって、セクションを超えた働き方ができるよ
うにしたかったんです」
　不思議なスペースが生まれた理由を、graf代表の服部滋
樹さんはこんな風に語る。実際、カフェのテーブルのすぐ
そばにまで展示用の家具が並び、くらしの道具を集めるシ
ョップは市場のように広がっている。ふと上を見ると、キ
ッチンと天井のすき間が収納スペースになっていて、家具
がどんどん運び込まれている。間取りや導線が自由と言う
か、わざと崩して楽しんでいるようにすら思える。
　「フラットな空間にいろんな要素をまぜこぜにすることで、
僕たちにもまた違ったアイデアが生まれてくると思う。『生
活スタイルが変わっていく中で、今までどおりのLDKみた
いな発想で良いのか？』とかね。ここへ来ることが何かの
きっかけになれば」と服部さん。ここはただのカフェでも
ショップでもない、食べたり、座ったり、手に取ったり、
新しいものを生み出すための身体的な刺激に溢れた実験ス
タジオなのだ。

　体にやさしく生産者の思いのこ
もった食材を使ったカフェ、職人の
手仕事が生きる暮らしの道具が集
まるショップ、grafのオリジナル家
具のショールームを兼ねた空間。２
階にはオフィスが。☎06–6459–
2100（１階ショップ）　11:00AM
～7:00PM　月曜休（祝日の場合
は翌日休）

graf studio

おっと、びっくり。ショップの天井部
分はストックの倉庫。

家具と一緒に置かれている器や本
も、買うことができる。

入口そばのカフェスペース。コンフ
ィチュールなど食材も販売。

今までにgrafが手がけた店舗や住
宅デザインのポートフォリオ。

第20回

graf studio
カフェ、ショップ、工房、倉庫…
いろいろ要素が〝はみ出した〟自由な空間。

か
ら
夕
方
ま
で
ゆ
っ
た
り
と
時
間

を
使
う
の
が
「
散
走
」
な
ら
で
は
だ
。

今
月
以
降
、
毎
月
１
〜
２
回
開
催

す
る
予
定
で
、
季
節
に
応
じ
て
新

し
い
コ
ー
ス
が
登
場
す
る
の
も
楽

し
み
の
一
つ
。　
（
大
迫 
力
・
本
誌
）

京
阪
特
急「
び
わ
こ
号
」の

期
間
限
定
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

京
阪
特
急「
び
わ
こ
号
」の

期
間
限
定
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

京
阪
特
急「
び
わ
こ
号
」の

期
間
限
定
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

自
転
車
に
乗
っ
て

中
之
島
を〝
散
走
〞し
よ
う
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自
転
車
に
乗
っ
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中
之
島
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散
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自
転
車
に
乗
っ
て

中
之
島
を〝
散
走
〞し
よ
う
!
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次号予告キャンパスがあった頃。
好評連載だった久坂部羊さんの「中之島ふらふら青春記」がいよいよ単行本化!
中之島に阪大のキャンパスがあった、古き良き時代をふり返る。

●『月刊島民』vol.56は2013年3月１日発行です!

大「島民」MAP 橋を渡って通う人、川を見ながら帰る人、
みんな「島民」です!

●京阪電車関連　京阪電車主要駅／京阪シティモール／京阪モール／デリスタ天満橋店／ホテル京阪天満橋／ホテル京阪京橋　
●大阪市北区・中央区・福島区　［書店］旭屋書店 梅田地下街店／旭屋書店 堂島地下街店／カペラ書店／紀伊国屋書店 本町店／ジュンク堂書店 大阪本店／ジュンク堂書店 梅田ヒルトンプラザ店／ジュンク堂書店 
天満橋店／MARUZEN＆ジュンク堂書店 梅田店／スタンダードブックストア／天牛堺書店 大江橋店／ブックファースト 梅田店／ブックファースト 淀屋橋店／文教堂書店 淀屋橋店／隆祥館書店

［公共施設・大学関連施設など］アイスポット／朝日カルチャーセンター／味の素　食のライブラリー／ABC朝日放送／大阪企業家ミュージアム／大阪倶楽部／大阪工業技術専門学校／大阪国際会議場／大阪市中央公
会堂／大阪市立中央図書館／大阪市役所市民情報プラザ／大阪城天守閣／大阪商工会議所／大阪大学中之島センター／大阪21世紀協会／大阪府立中之島図書館／大阪フィルハーモニー会館／大阪ボランティア
協会／大阪歴史博物館／追手門学院　大阪城スクエア／関西学院大学 大阪梅田キャンパス／慶應大阪リバーサイドキャンパス／国立国際美術館／CITY NAIL'Sインターナショナルスクール／芝川ビル／市立住まい情
報センター／中央電気倶楽部／ホテルNCB／メビック扇町／立命館大阪オフィス／龍谷大学大阪梅田キャンパス

［店舗・医院など］アリアラスカ マーブルトレ／アンドール 本町本店／上町貸自転車／Ultra 2nd／江戸前鰻料理 志津可／天満橋鍼灸整骨院／MJB珈琲店／大西洋服店／ＯＯＯ（オーー）／カセッタ／喫茶カンターロ／喫
茶SAWA／グランスイート中之島／黒門さかえ／コモンカフェ／サトウ花店 中之島本店／ザ・メロディ／じろう亭／Girond's JR／心斎橋山田兄弟歯科／住友病院／セブンイレブン大阪証券取引所店／タピエスタイル／ティ
ーハウスムジカ／たまがわ鍼灸整骨院／東郷歯科医院／NAKAGAWA1948 淀屋橋店／ナンジャーノ／パストラーレ／花かつ／BAR THE TIME 天神／平岡珈琲店／ビルマニアカフェ／フレイムハウス／ミニジロー／宮
崎歯科／やきとり ばかや／吉田理容所／ラ・クッカーニャ／LES LESTON
●大阪市内その他　［書店］伊勢屋書店／大阪書店／紀伊國屋書店 京橋店／なんばミヤタ／福島書店／柳々堂／ルーブル書店　［公共施設・大学関連施設など］大阪市社会福祉研修・情報センター／大阪市立図書館
／川口基督教会　［店舗・医院など］あじさい／アートアンドクラフト／欧風食堂 ミリバール／大阪市信用金庫 江戸堀支店／御舟かもめ／Calo Bookshop and cafe／写真とプリント社／鳥かごキッチン／ネイルサロン スワ
ンナ／バルピコ／ホステル64オオサカ／MANGUEIRA／Loop Ａ
●大阪府下　旭屋書店 京阪守口店／学運堂 フレスト店／Books 呼文堂／水嶋書房 くずはモール店／水嶋書房 くずは駅店／大阪狭山市立図書館／大阪大学企画部広報・社学連携事務室／大阪大学 21世紀懐徳
堂／大阪大学本部／寝屋川市役所／摂南大学 地域連携センター／郵政考古学会／ゆったりんこ
●大阪府以外　ジュンク堂書店 西宮店／水嶋書房 丹波橋店／伊丹市文化振興財団／大手通りストリートギャラリー 街・発信／納屋工房／タバーン・シンプソン／百練／奈良県立図書情報館

『月刊島民』はここでもらえます。

バックナンバーをご希望の方には１冊100円（手数料）でお譲りしています。なお、品切れの号もありますが、予めご了承ください。お問い合わせは下記の電話番号まで。

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

◎バックナンバーお譲りします。

◎定期購読も受け付け中です。
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東
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ド
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扇
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天満駅

南
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天
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新
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堂島
リバーフォーラムABC朝日放送

リーガロイヤル
ホテル

大阪四季劇場

なにわ橋駅

OMMビル

京阪本線

大阪城公園

日本銀行
大阪支店

中
之
島
駅

北御堂

淀
屋
橋
駅

大阪市
中央卸売市場

御霊神社

大阪府立中之島図書館

靭公園

アートエリアB1（P17）
大阪大学

中之島センター
大阪市立
科学館

大阪天満宮

大阪
倶楽部

国立国際
美術館

アイ・スポット
（淀屋橋odona／P9）

キングオブキングス
（大阪駅前第1ビル）

中之島
フェスティバルタワー
（P17・18）

2/21
ナカノシマ大学
開催!

2/21
ナカノシマ大学
開催!

大阪市中央公会堂

graf studio
（P16）

愛日会館
（P14）

3/19
ナカノシマ大学
開催!

3/19
ナカノシマ大学
開催!

　
「
来
年
、
私
ど
も
の

会
社
は
50
周
年
を
迎
え

る
の
で
す
が
、
何
年
経
っ

て
も
、
ど
ん
な
大
き
な
舞

台
を
作
っ
て
も
、
中
之
島
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
、あ

の
場
所
が
私
た
ち
の
ふ
る
さ

と
な
ん
で
す
よ
」

　
「
日
本
ス
テ
ー
ジ
」
の
山
下
嘉

治
会
長（
78
）は
取
材
の
中
で「
ふ

る
さ
と
」「
原
点
」
と
い
う
言
葉
を

何
度
も
口
に
し
た
。

　

昭
和
39
年
（
１
９
６
４
）、
大
阪
で
設

立
さ
れ
た
同
社
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
バ
レ
エ

や
歌
舞
伎
な
ど
の
舞
台
芸
術
を
は
じ
め
、
あ

ら
ゆ
る
公
演
や
イ
ベ
ン
ト
で
舞
台
設
営
や
美

術
・
大
道
具
を
手
掛
け
る
。
大
阪
ば
か
り
で

な
く
、
東
京
で
、
全
国
各
地
で
。
ク
ラ
シ
ッ

ク
の
本
場
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
劇
場
、
シ

ョ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
メ
ッ
カ
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で

の
公
演
な
ど
、
海
外
で
も
文
字
通
り
「
大
舞

台
」
を
作
っ
て
き
た
。
そ
の
歩
み
は
、
連
載

第
２
回
で
紹
介
し
た
文
化
鑑
賞
団
体
「
大
阪

労
音
」
と
の
縁
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

　
「
兄
が
別
の
ホ
ー
ル
で
美
術
の
仕
事
を
し

て
い
た
関
係
で
、
大
阪
労
音
の
舞
台
を
作
る

専
属
の
会
社
と
し
て
設
立
し
た
ん
で
す
。
当

時
、
大
阪
労
音
は
日
本
一
大
き
な
文
化
団
体
。

そ
の
公
演
会
場
で
あ
る
フ
ェ
ス
も
日
本
一
の

ホ
ー
ル
と
い
う
こ
と
で
既
に
国
内
外
に
知
ら

れ
て
い
た
。
大
き
な
相
手
と
仕
事
を
す
る
か

ら
に
は
名
前
も
大
き
い
方
が
い
い
と
、
こ
の

社
名
に
し
た
ん
で
す
。
た
っ
た
10
人
ほ
ど
の

新
興
の
会
社
が
、
で
す
よ
（
笑
）」

　

山
下
さ
ん
は
主
に
経
営
面
を
担
当
し
た
が
、

当
初
は
何
し
ろ
人
手
不
足
。
時
に
は
現
場
に

出
る
こ
と
も
あ
っ
た
。「
最
初
の
頃
は
舞
台

の
上か

み

手て

・
下し

も

手て

す
ら
分
か
ら
な
く
て
…
」
と

笑
う
が
、
設
立
３
年
目
の
昭
和
42
年
、
大
仕

事
が
舞
い
込
む
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル

で
の
「
第
10
回
大
阪
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」。ド
イ
ツ
の
バ
イ
ロ
イ
ト・ワ
ー
グ
ナ
ー・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
初
め
て
海
外
で
開
か
れ

た
年
で
あ
る
。

　
「
あ
の
時
は
、
ホ
ー
ル
を
１
カ
月
ほ
ど
休

館
し
て
舞
台
を
大
改
造
し
た
ん
で
す
。
私
た

ち
は
当
時
、
港
区
に
あ
っ
た
大
き
な
見
本
市

会
場
を
借
り
て
、
そ
こ
で
作
業
し
た
。
ド
イ

ツ
か
ら
来
た
マ
イ
ス
タ
ー
の
指
導
で
ね
。
世

界
的
に
も
超
一
流
の
音
楽
祭
で
す
か
ら
、
そ

れ
は
大
変
で
す
け
ど
、
裏
方
で
あ
る
私
た
ち

に
と
っ
て
も
誇
り
で
し
た
よ
ね
」

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
標
準
に
合
わ
せ
て
、
舞
台

の
間
口
を
正
方
形
に
し
つ
ら
え
、
本
場
の
空

間
を
再
現
し
た
公
演
は
、
今
や
伝
説
と
し
て

語
り
継
が
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
大
阪
万
博
や
花
と
緑
の
博
覧
会

が
あ
り
、
バ
ブ
ル
景
気
の
頃
に
は
次
々
と
大

規
模
な
会
場
や
ホ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
。
同
社

は
昭
和
59
年
（
１
９
８
４
）
に
東
京
事
務
所

を
開
設
す
る
と
、
全
国
を
回
る
コ
ン
サ
ー
ト

ツ
ア
ー
や
遊
園
地
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
パ

レ
ー
ド
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
ま
で
手
掛
け
る
よ

う
に
な
る
。
そ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
名
が
す
ご

い
。
マ
ド
ン
ナ
、
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
、

ポ
ー
ル
・
マ
ッ
カ
ー
ト
ニ
ー
。
今
だ
と
、
ジ

ャ
ニ
ー
ズ
や
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
ま
で
。

　
「
こ
の
世
界
は
技
術
の
進
歩
が
速
く
、
ハ

イ
テ
ク
化
が
す
ご
い
ん
で
す
。
80
年
ご
ろ
に

レ
ー
ザ
ー
光
線
の
演
出
が
出
て
き
た
と
思
っ

た
ら
、
今
は
舞
台
背
景
に
Ｃ
Ｇ
（
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
）
を
使
う
の
が
当

た
り
前
。
会
場
も
、
ホ
ー
ル
と
い
う
よ
り
、

ド
ー
ム
や
ア
リ
ー
ナ
の
よ
う
な
場
所
に
、
一

か
ら
ス
テ
ー
ジ
を
作
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
と
い
う
よ
り
、

イ
ベ
ン
ト
で
す
ね
。
数
万
人
規
模
の
」

　

同
社
は
東
大
阪
に
舞
台
セ
ッ
ト
を
作
る
工

場
を
持
ち
、
千
葉
に
も
大
規
模
な
工
場
兼
ス

タ
ジ
オ
を
新
設
し
た
。
ど
ん
ど
ん
進
化
す
る

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
常
識
に
追
い
つ

く
た
め
で
あ
る
。

　
「
そ
れ
で
も
」
と
山
下
さ
ん
。「
や
っ
ぱ
り

私
た
ち
の
原
点
は
舞
台
で
あ
り
、
生
音
の
コ

ン
サ
ー
ト
。
そ
れ
は
フ
ェ
ス
な
ん
で
す
」。

も
う
一
度
、
そ
う
繰
り
返
し
た
。

半
世
紀
の
歩
み
が

始
ま
っ
た「
ふ
る
さ
と
」。

第
4
回
　

日
本
ス
テ
ー
ジ
株
式
会
社 

会
長 

山
下
嘉
治
さ
ん
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昭和42年（1967）に行われた、バイロイト・ワーグナー・フェスティバルの舞
台制作の様子。日本ステージの社員が制作に当たっている。

祝祭に包まれて
─わたしのフェスティバルホール

取材・文／松本 創（本誌）

「新しいフェスの舞台を手がけるの
を楽しみにしています」と山下さん。
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